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「
拾
遺
和
歌
集
」
に
「
春
は

た
だ
花
の
ひ
と
へ
に
咲
く
ば

か
り
も
の
の
あ
は
れ
は
秋
ぞ

ま
さ
れ
る
」（
雑
下
・
読
み
人
し

ら
ず
）
と
い
う
歌
が
あ
る
▼

春
は
た
だ
花
が
一
斉
に
咲
く

だ
け
で
、
情
趣
は
秋
の
ほ
う

が
勝
っ
て
い
る
、
と
い
う
意

味
だ
▼
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ

ば
、
現
代
で
も
、
読
書
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
実
り
の
秋
、

食
欲
の
秋
、
天
高
く
馬
肥
ゆ

る
秋
と
い
う
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
に
秋
を
表
現
す
る
こ
と
ば

が
あ
る
▼
中
で
も
実
り
の
秋

は
神
道
の
お
祭
り
と
密
接
に

関
係
し
て
い
て
、
神か

ん

嘗な
め

祭さ
い

や

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

が
あ
る
。そ
し
て
、今

年
は
大
規
模
な
新
嘗
祭
、
と

い
う
意
味
の
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

が
十
一

月
十
四
日
に
執
り
行
わ
れ
る

▼
古
来
、
国
が
栄
え
る
と
い

う
こ
と
は
、五
穀
の
豊
穣
、と

り
わ
け
米
が
多
く
実
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
で
は
新

天
皇
が
神
様
に
食お

物も
の

を
供
え
、

自
ら
も
こ
れ
を
召
し
上
が
る
。

一
世
一
回
限
り
の
お
祭
り
で

あ
る
▼
日
本
の
食
料
自
給
率

（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
平
成

三
十
年
度
で
三
七
％
だ
と
い

う（
農
林
水
産
省
調
べ
）。
他
の

先
進
国
と
比
べ
て
も
、
ア
メ

リ
カ
一
三
〇
％
、
フ
ラ
ン
ス

一
二
七
％
な
ど
に
は
到
底
及

ば
ず
、
先
進
国
で
は
最
低
の

水
準
と
な
っ
て
い
る
▼
貿
易

の
問
題
も
あ
っ
て
自
給
一
辺

倒
と
は
い
か
な
い
が
、
実
り

に
感
謝
し
な
が
ら
味
覚
の
秋

を
楽
し
み
た
い
。

　白
露
を

　
玉
に
な
し
た
る

　
　
　
　
　
九な

が

月つ
き

の

有
明
の
月つ

く

夜よ

　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

万
葉
集
　
作
者
未
詳

皇室、皇位継承儀礼への理解深める機会に
　

令
和
元
年
五
月
一
日
、
天
皇
陛
下
が
第

一
二
六
代
の
天
皇
と
し
て
御
践
祚（
御
即
位
）

に
な
ら
れ
た
。
御
譲
位
に
よ
る
皇
位
継
承
は
、

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
光
格
天
皇
御
譲

位
以
来
で
、
二
百
二
年
ぶ
り
と
な
る
。
皇
位

継
承
に
あ
た
っ
て
様
々
な
儀
式
・
行
事
が
行

わ
れ
る
が
、十
月
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
、十
一

月
の
大
嘗
祭
は
そ
の
中
心
で
あ
る
。

　

本
学
は
「
小
原
家
文
庫
資
料
」（
寄
贈
）
や

「
鈴
鹿
家
資
料
」（
寄
託
）な
ど
、
即
位
礼
や
大

　
天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
記
念
し
、
本
学

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
開
催
中
の
特

別
展「
即
位
礼
と
大
嘗
祭
」の
前
期
展「
即

位
の
御
儀
　
皇
位
継
承
の
す
が
た
　
」（
五

月
三
十
一
日
～
八
月
三
十
一
日
）
が
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
た
。
期
間
中
の
来
場
者
は

三
四
七
四
名
。
即
位
礼
の
歴
史
や
儀
式
の

変
遷
を
四
章
に
分
け
て
構
成
し
た
本
展
で

は
、
天
照
大
御
神
が
孫
の
瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
と

に
与

え
た
、皇
室
の
始
ま
り
を
あ
ら
わ
す「
神し

ん

勅ち
ょ
く

（
お
こ
と
ば
）」【
第
一
章「
皇
室
の
源
流
」】や
、

唐
風（
中
国
風
）の
装
束
が
着
用
さ
れ
て
い

た
平
安
時
代
の
即
位
礼
【
第
二
章
「
整
備

さ
れ
た
皇
位
継
承
儀
礼
　
平
安
時
代
　
」】、

約
二
百
年
間
途
絶
え
て
い
た
即
位
礼
・
大

嘗
祭
が
揃
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）の
第
一
一
三
代・東
山
天
皇
即

位
式
の
様
子【
第
三
章「
即
位
礼
の
延
引
・

大
嘗
祭
の
中
絶
か
ら
朝
儀
の
復
興
へ
」】、

唐
風
の
装
束
等
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
新
儀

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
近・現
代
の
儀
式【
第

四
章「
近
代
か
ら
現
代
へ
　
明
治
の
改
制・

登
極
令
に
基
づ
く
儀
式
」】等
、時
代
背
景

や
流
れ
が
わ
か
り
や
す
い
配
列
で
好
評
を

博
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
際
、

解
説
案
内
を
し
た
吉
本
祐
さ
ん
（
神
道
学

科
四
年
）は
「
安
元
三
年
に
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
大
極
殿
で
の
、
即
位
式
が
最
も
盛
大

に
行
わ
れ
て
い
た
頃
の
調
度
を
知
る
こ
と

が
で
き
る『
文
安
御
即
位
調
度
之
図
』や
、

今
は
環
境
省
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

　前
期
展
に
は
三
四
七
四
名
が
来
場

十
月
一
日
か
ら

後
期
展「
大
嘗
祭　
今
に
伝
わ
る
古い

に
し
え

の
祭
儀　

」を
開
催

て
い
る
植
物
で
染
め
ら
れ
た
青
色
御
袍

（
孝
明
天
皇
御
料
・
平
安
神
宮
所
蔵
）
を
間
近

で
見
ら
れ
る
な
ど
、
私
自
身
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
、学
生
に
と
っ
て

も
有
意
義
な
学
び
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
十
月
一
日
か
ら
は
後
期
展
「
大
嘗
祭
　

今
に
伝
わ
る
古い

に
し
えの
祭
儀
　
」
が
始
ま
る
。

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
佐
川
記
念
神

道
博
物
館
の
浦
野
綾
子
助
教（
学
芸
員
）は

「
高
校
生
か
ら
研
究
者
ま
で
、幅
広
い
層
の

方
が
無
理
な
く
理
解
を
深
め
ら
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
展
で
は

桜
町
天
皇
大
嘗
祭
の
国
郡
卜
定
で
実
際
に

使
わ
れ
た《
亀
甲
》を
は
じ
め
と
し
て
、前

期
展
と
同
様
に
貴
重
な
実
物
資
料
が
一
堂

に
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
」
と
話
す
。

嘗
祭
に
関
わ
る
貴
重
な
資
料
を
有
し
て
お
り
、

昨
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
京
都
の
細
見

美
術
館
を
主
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
「
京

都
の
御
大
礼
」
展
に
多
く
の
資
料
が
出
陳
さ

れ
た
。

　

相
前
後
し
て
本
学
に
お
い
て
も
御
即
位
に

関
わ
る
展
覧
会
を
開
催
し
た
い
と
い
う
声
が

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
上
が
り
、
当

時
の
清
水
潔
学
長
の
お
勧
め
も
あ
り
、
特
別

展「
即
位
礼
と
大
嘗
祭
」を
大
学
主
催
で
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
展
覧
会
は
、前
期
展「
即
位

の
御
儀　

皇
位

継
承
の
す
が
た

　

」（
五
月
三
十

一
日
～
八
月
三

十
一
日
）
と
後

期
展
「
大
嘗
祭

　

今
に
伝
わ
る

古い
に
し
えの
祭
儀　

」

（
十
月
一
日
～
十

二
月
二
十
一
日
）

の
二
期
に
わ
た

っ
て
開
催
し
、

皇
位
継
承
儀
礼

に
関
す
る
貴
重

な
資
料
の
一
般

公
開
を
行
っ
て

い
る
。

　

前
期
展
の
開

幕
に
あ
た
っ
て

は
、
五
月
三
十

日
に
内
覧
会
を
催
し
た
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
関
心
の
高

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
東
山
天
皇

御
即
位
式
・
霊
元
上
皇
御
譲
位
行
列
図
屏
風
」

（
個
人
蔵
、
寄
託
）、「
御
即
位
式
之
図
」（
加
藤
隆

久
氏
所
蔵
）、「
黄
櫨
染
御
袍（
孝
明
天
皇
御
料
）」

（
平
安
神
宮
所
蔵
）
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
出

陳
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
期
展
は
八
月
末

を
も
っ
て
無
事
に
終
了
し
た
。

　

十
月
一
日
か
ら
始
ま
る
後
期
展
は
大
嘗
祭

が
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
本
学
に

寄
託
さ
れ
て
い
る「
鈴
鹿
家
資
料
」か
ら
、斎

田
の
卜
定
の
た
め
の
「
亀
甲
」（
元
文
三
年
）や

「
文
政
元
年
度

悠
紀
・
主
基
抜
穂
」「
嘉
永

元
年
度

悠
紀
・
主
基
抜
穂
」
な
ど
の
貴
重

な
資
料
を
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

本
学「
建
学
の
精
神
」の
根
本
で
あ
る「
賀

陽
宮
邦
憲
王
令
旨
」
に
、「
神
宮
皇
學
館
教
育

ノ
旨
趣
ハ
、
皇
国
ノ
道
義
ヲ
講
ジ
、
皇
国
ノ

文
学
ヲ
修
メ
、之
ヲ
実
際
ニ
運
用
セ
シ
メ
、以

テ
倫
常
ヲ
厚
ウ
シ
、
文
明
ヲ
補
ハ
ン
ト
ス
ル

ニ
在
リ
」と
あ
る
よ
う
に
、我
が
国
の
歴
史
・

伝
統
を
究
明
す
る
こ
と
は
本
学
の
使
命
で
あ

る
。
我
が
国
の
歴
史
は
皇
室
と
と
も
に
あ
る
。

皇
位
と
は
何
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
皇
位

が
継
承
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
儀
礼
・
儀
式
が

即
位
時
に
行
わ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
本
学
の
「
建
学
の
精
神
」
に
か

な
う
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

本
特
別
展
を
通
し
て
、
皇
室
、
皇
位
継
承
儀

礼
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
切
に
願
う
次

第
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
特
別
展
に
あ
た
り
、
御
協
賛
を

い
た
だ
い
た
熱
田
神
宮
様
を
は
じ
め
、協
力
・

後
援
を
賜
っ
た
関
係
各
位
に
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

歌
ご
よ
み

貴重な資料が揃った特別展。陳列台は檜であつらえた

特
別
展「
即
位
礼
と
大
嘗
祭
」開
催
に
あ
た
っ
て

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
　
大
島
信
生

今上天皇御即位大嘗祭絵巻（神道博物館蔵）

大嘗会図（小原家文庫）

■注目記事
　� ２面
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四氏が名誉教授に就任

学生スタッフが大活躍
オープンキャンパス2019

　今年も恒例のオープンキャンパスが、
「Hello! New me 出会おう! あたらしいわた
しと」をテーマに開催されている。 ₆ 月 ₉ 日
「大学発見DAY」を皮切りに、 ₇ 月₁₃日「学
校見学＆入試説明会」、 ₇ 月 ₁₄ 日「学び体験
DAY」、 ₈ 月 ₈ 日「未来発見DAY」と開催さ
れ、のべ₂₅₅₀名（生徒₁₇₁₈名、付添₈₃₂名）にご参
加いただき、本学の「学び」に触れていただ
いた。講義では、神社と動物のお使い（神使）
の関係性を学んだり（神道学科）、体験型授業と
して、子どもたちが糸電話遊びの中から能動
的に学ぶプログラム（教育学科）など、さまざま
な専門性の高い講義が行われた。
　また、各回において学生スタッフの活躍は
目覚ましく、学生イベントの企画、参加者誘
導やキャンパスツアー、学生カフェなど、笑
顔を絶やさずに頑張ってくれた。他にもオー
プニングでは、雅楽部、よさこい部「雅

みやび

」、ア
ンサンブル部の演舞・演奏。ボランティアル
ームの活動報告や、地域社会研究会「宇治山
田の和紅茶」の試飲販売、軽音楽部JAZZの
学食でのランチタイムコンサートなど会場を
大いに盛り上げてくれた。参加者アンケート
でも、「先輩が優しく相談に乗ってくれた」「入
試のアドバイスをもらえた」など、非常に学
生スタッフへの評価が高かった。
　次回「大学祭同時開催 DAY」は ₁₀ 月 ₂₆ 日㈯
を予定している。学生のイキイキとした笑顔
を感じていただきたい。

令和元年度
フィールドワーク一覧
学科 引率教員 日　程 目的地・方面
国　内

神
道

加茂　正典 ９ / ９ ㈪〜 ９ /１２㈭ 四国

黒田　宗篤 ９ /１０㈫〜 ９ /１３㈮ 奈良・京都

国

文

大島　信生 ９ /１０㈫〜 ９ /１３㈮ 福岡・佐賀

齋藤　　平 ９ /１１㈬〜 ９ /１４㈯ 岩手

田中　康二 ９ / ９ ㈪〜 ９ /１２㈭ 東北・東京

中川　照将 ９ /１１㈬〜 ９ /１３㈮ 京都

岡野　裕行 ９ / ８ ㈰〜 ９ /１２㈭ 東京

小堀　洋平 ９ /１０㈫〜 ９ /１３㈮ 群馬・東京・神奈川

国

史

上野　秀治 ９ / ９ ㈪〜 ９ /１２㈭ 東京

遠藤　慶太 ９ / ９ ㈪〜 ９ /１２㈭ 広島・松江・出雲

岡野　友彦 ９ /１０㈫〜 ９ /１３㈮ 信越

多田　實道 ９ / ８ ㈰〜 ９ /１２㈭ 中部・関東

松浦　光修 ９ /１０㈫〜 ９ /１２㈭ 鹿児島・山口

コミ 桐村　　喬 ９ / ４ ㈬〜 ９ / ７ ㈯ 北海道

教
育 中松　　豊 ８ / ５ ㈪〜 ８ /１２㈪

（台風のため８/１6㈮まで延長） 小笠原諸島

現
日

富永　　健�
橋本　雅之�
岩崎　正彌

９ / ９ ㈪〜 ９ /１２㈭ 東京

海　外

国
文

上小倉一志�
松下　道信 ９ / ８ ㈰〜 ９ /１１㈬ 洛陽・北京

国
史

谷口　裕信�
堀内　淳一�
長谷川　怜

９ / ８ ㈰〜 ９ /１２㈭ 西安・フフホト

コ
ミ

豊住　　誠�
川村　一代�
クリストファー・メイヨー�
玉田　貴裕

９ / ７ ㈯〜 ９ /１１㈬ シンガポール

外山　秀一�
髙沢　佳司�
中山　　真

９ / ４ ㈬〜 ９ / ８ ㈰ 大韓民国

　
小
学
校
外
国
語
教
育
研
究
会
in
三
重（
主
催
／
小
学
校
英
語
教
育
学
会
三
重
支
部
・
三
重
県
小
学

校
英
語
教
育
研
究
会
）
が
五
月
二
十
六
日
、
本
学
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
小
学
校
を
中
心

に
小
・中
・高
・大
の
教
員
や
指
導
主
事
等
行
政
関
係
者
、教
員
志
望
の
学
生
等
、一
七
一
名
が
参

加
し
た
。
講
演
に
は
、文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
の
直
山
木
綿
子
氏
を
招
き
、「
指

導
と
学
習
評
価
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。

　

来
年
度
よ
り
小
学
校
で
は
新
学
習
指
導
要
領
が

全
面
実
施
さ
れ
、
高
学
年
を
対
象
に
「
教
科
と
し

て
の
英
語
」
が
年
間
七
十
時
間
、
中
学
年
を
対
象

に
「
外
国
語
活
動
」
が
三
十
五
時
間
実
施
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
背
景
の
中
、
今
年
度
の
研
究
会
は
「
新

学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
」を
テ
ー
マ
に
、午
前
は
「
授
業
づ
く
り
」、
午

後
は
「
評
価
」
に
焦
点
を
あ
て
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

長
き
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
、

多
く
の
功
績
を
上
げ
ら
れ
た

と
し
て
前
学
長
の
清
水
潔
氏
、

特
別
招
聘
教
授
の
櫻
井
治
男

氏
、
元
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授
の
山
田

や
す
子
氏
、
同
児
玉
玲
子
氏
に
名
誉
教

授
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

　

清
水
氏
は
昭
和
二
十
三
年
、
三
重
県

生
ま
れ
。
本
学
文
学
部
国
史
学
科
を
卒

業
後
、
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
修
士

課
程
を
修
了
し
、
本
学
文
学
部
助
手
に

採
用
。
そ
の
後
、
助
教
授
、
教
授
に
昇

任
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
学
長
に

就
任
。
以
後
、
本
年
三
月
に
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
八
年
間
、

学
長
と
し
て
本
学
に
果
た
さ
れ
た
貢
献

の
数
々
は
計
り
知
れ
な
い
。
ま
た
、
神

社
界
、
学
会
、
地
域
に
お
い
て
も
要
職

を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。

　

櫻
井
氏
は
昭
和
二
十
四
年
、
京
都
府

生
ま
れ
。
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程

国
文
学
専
攻
修
了
。
学
生
部
長
、
社
会

福
祉
学
部
長
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

ま
た
国
際
交
流
委
員
長
と
し
て
本
学
の

国
際
化
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。宗
教
学
・

宗
教
社
会
学
・
神
社
祭
祀
学
の
研
究
に

長
年
努
め
ら
れ
、
平
成
三
十
年
に
は
民

俗
学
・
博
物
学
の
優
れ
た
研
究
者
に
贈

ら
れ
る
南
方
熊
楠
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

る
。

　

山
田
や
す
子
氏
は
昭
和
二
十
八
年
、

愛
知
県
生
ま
れ
。
南
山
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
独
文
学
専
攻
博
士
課
程
を
単

位
取
得
満
期
退
学
。
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ

ツ
文
学
に
関
す
る
著
書
、
共
著
、
共
訳

書
等
多
数
。
専
門
科
目
や
ゼ
ミ
に
お
い

て
熱
心
に
指
導
さ
れ
、
多
く
の
卒
業
生

か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
町
の

教
育
委
員
や
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

策
定
委
員
会
会
長
等
を
歴
任
す
る
な
ど

学
外
に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
た
。

　

児
玉
玲
子
氏
は
昭
和
三
十
年
、
岐
阜

県
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
単
位
取
得
満

期
退
学
。
社
会
福
祉
学
科
主
任
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
任
と
し
て
学

科
運
営
に
貢
献
。専
門
で
あ
る
英
語
学
・

英
語
教
育
学
の
研
究
、
教
育
に
熱
心
に

あ
た
ら
れ
、
数
多
く
の
ゼ
ミ
の
学
生
を

輩
出
し
た
ほ
か
、
近
年
は
ケ
ン
ト
大
学

と
の
国
際
交
流
や
夏
期
短
期
留
学
の
引

率
指
導
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

プ
や
実
践
報
告
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
、
本
研
究
会
の
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
る
三

重
県
内
の
小
学
校
教
員
十
四
名
と
川
村
一
代
准
教

授
に
よ
る
「
児
童
が
意
味
を
考
え
な
が
ら
行
う
ゲ

ー
ム
の
紹
介
」
が
あ
っ
た
。
次
に
、
武
部
八
重
子

教
諭（
岐
阜
市
立
長
良
東
小
学
校
）か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
交
え
て
〈Sm

all Talk

〉
や
文
科
省
教
材

『W
e Can!

』
の
活
用
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
午
後

は
、
山
川
拓
教
諭（
京
都
市
立
九
条
塔
南
小
学
校
・
前

京
都
教
育
大
学
附
属
桃
山
小
学
校
）
よ
り
小
学
校
に

お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
実
践
が
報
告
さ

れ
、
最
後
に
直
山
視
学
官
の
ご
講
演
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た

指
導
法
や
評
価
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
」「
本
研
究
会
を
通
し
て
得
た
こ
と
を
明

日
か
ら
の
自
分
の
授
業
で
実
践
し
た
い
」
と
い
う

お
声
を
多
数
頂
戴
し
た
。
本
研
究
会
の
ス
タ
ッ
フ

や
参
加
者
の
中
に
は
本
学
出
身
者
が
た
く
さ
ん
お

り
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
母
校
を
懐
か
し
む
姿
も

見
ら
れ
た
。

文
責
／
川
村
一
代
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
学
校

英
語
教
育
学
会
三
重
県
理
事
・
三
重
県
小
学
校
英
語
教
育
研
究
会
会
長
）

　「
外
国
語
科
」全
面
実
施
に
備
え
、指
導
の

あ
り
方
を
探
る�

小
学
校
外
国
語
教
育
研
究
会
in
三
重

子
川 

明
治
さ
ん

新
田
高
等
学
校
・
新
田
青
雲
中
等
教
育
学
校

非
常
勤
講
師
、館
友
会
愛
媛
県
支
部
長

国
文
学
科
第
六
期（
昭
和
四
十
六
年
三
月
）卒

　

最
近
、
地
元
紙
に
短
歌
の
こ
と

で
人
物
紹
介
を
さ
れ
ま
し
た
。
倭

は
言
霊
の
幸
ふ
国
、
そ
ん
な
思
い

を
強
く
し
て
い
ま
す
。
若
い
頃
十

年
毎
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

と
決
め
、
短
歌
を
作
り
十
年
近
く

に
な
り
ま
す
。
地
元
紙
に
拙
作
を

発
表
し
て
い
る
う
ち
に
愛
媛
新
聞

短
詩
型
文
学
賞
の
短
歌
部
門
で
年

間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

悠
久
の
時
が
穿
ち
し
石
の
笛
渚

に
吹
け
ば
喨
々
と
鳴
る

　

授
賞
式
で
は
代
表
で
謝
辞
を
述

べ
、
海
で
見
つ
け
た
石
笛
も
吹
き

多
く
の
人
に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
受
賞
を
機
に
斎
藤
茂
吉
ら

が
結
成
し
た
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
に

推
薦
さ
れ
、「
現
代
万
葉
集
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
春
、
全
国

紙
に
も
思
い
切
っ
て
応
募
す
る
と
、

元
宮
中
歌
会
始
選
者
の
岡
野
弘
彦

先
生
が
講
評
付
き
で
先
頭
に
載
せ

て
く
れ
、
二
カ
月
後
に
も
選
に
入

り
驚
い
て
い
ま
す
。
大
学
で
千
田

憲
先
生
や
澤
潟
久
孝
先
生
に
万
葉

集
を
学
ん
だ
こ
と
が
今
に
繋
が
っ

て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
大
学

で
合
気
道
に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
が

ア
メ
リ
カ
の
姉
妹
校
で
の
演
武
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、
書
道
を

履
修
し
た
こ
と
で
生
徒
の
卒
業
証

書
の
名
前
書
き
に
長
年
携
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
五
十
歳
で
始

め
た
俳
句
も
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
形
態
の
中
等
教
育
学
校
を

作
る
命
を
受
け
た
際
、
弓
道
も
授

業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、

教
頭
と
顧
問
を
兼
務
し
三
段
ま
で

取
得
。
時
々
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ

の
姉
妹
都
市
か
ら
の
訪
問
客
に
も

教
え
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
継
続
し
な
が

ら
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
い
く
の

で
中
途
半
端
は
否
め
ま
せ
ん
が
、

次
の
十
年
に
向
け
て
何
を
す
る
か
、

決
ま
り
ま
し
た
。
篠
笛
の
音
色
に

魅
せ
ら
れ
先
日
買
い
求
め
、
音
出

し
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
楽
し
む
人
生
の
根
幹
を
作
っ
て

く
れ
た
伊
勢
の
海
と
山
と
皇
學
館

大
学
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

リアルな学生生活がわかる学生Cafe

実践的な内容とあって関係者の
関心は高く、会場は満席となった

7月8日に執り行われた名誉教授称号授与式

皇 學 館 学 園 報令和元年 9月24日� 第80号　（� ）２



3 活動を継続実施
令和元年度チャレンジプロジェクト
　今年度の「チャレンジプロジェクト」は ₃
件が採択された。いずれも利用者から継続実
施を求める声が多く寄せられたプロジェクト
で、地域貢献、学生の教育実践力向上につな
がっている。

  三重県総合博物館での実験教室・
小中高での出前講座
サポート教員／中松　豊 教授
代表／川端あづさ（教育学科 ₄ 年）

  地元の食材を、知ろう、作ろう、食べよう
プロジェクト
サポート教員／駒田聡子 教授
代表／加藤謙太（教育学科 ₃ 年）

  本を活用して人と本・人と人をつなげる
プロジェクト
サポート教員／岡野裕行 准教授
代表／岡村真衣（国文学科 ₃ 年）

名所旧跡、伝統文化の
魅力発信をめざして
令和元年度おかげキャンパスプロジェクト
  外国人観光者に対する
伊勢志摩の観光資源の発信
教員／櫻井治男・田井健治
実施期間／令和元年 ₅ 月₂₇日～令和 ₂ 年 ₁ 月₃₁日

　伊勢志摩の観光資源の魅力を明らかにし、
外国人観光者に対して広く発信。参加学生に
とっては地域の魅力発見、語学力の向上、冊
子の編集・刊行についてのノウハウ獲得など
の教育効果が期待できる。

  「八雲琴」の継承を通じた地域神社の
活性化プロジェクト
教員／板井正斉
実施期間／令和元年 ₈ 月 ₁ 日～令和 ₂ 年 ₂ 月₂₉日

　神職課程履修学生を中心に継承の危ぶまれ
る「八雲琴」の演奏技術の継承と「八雲琴」の
奉奏による地域神社の活性化の可能性を検証
する。

9 件の受託研究を実施
　受託研究とは学外諸団体等から研究・調査
等の委託を受け研究を行い、その研究成果を
委託先に報告するものである。
　平成₃₀年度は ₂ 市 ₃ 町 ₁ 民間企業から ₉ 件、
総額およそ ₁ 千万強の資金提供及び研究委託
を受けた。地域のシンクタンクとしての機能
を一層高め、産官学の連携強化、研究を通じ
社会貢献を図っていく。

平成３０年度 受託研究報告
◆運動効果検証及びルート検証業務
【研究担当者】小木曽一之
【契約相手先】伊勢市

◆産学官連携日本酒プロジェクト
【研究担当者】千田良仁 他 １名
【契約相手先】明和町

◆伝統文化プロジェクト
【研究担当者】板井正斉
【契約相手先】明和町

◆下外城田地区明るい未来づくりに関する調査研
究業務

【研究担当者】池山　敦
【契約相手先】玉城町

◆ICT機器を活用した小中学校授業実践研究
【研究担当者】中條敦仁 他 ３名
【契約相手先】伊勢市

◆ 鳥羽市地域共生社会推進事業アドバイザー等業務
【研究担当者】板井正斉
【契約相手先】鳥羽市

◆明和町こどもの居場所（こども食堂）プロジェクト
【研究担当者】灰谷和代
【契約相手先】明和町

◆体重減少（減量）及び減量達成後の体重再増加
（リバウンド）予防を含めた減量プログラムの開発
【研究担当者】片山靖富
【契約相手先】日本特殊陶業㈱

◆地域連携日本酒プロジェクト
【研究担当者】千田良仁
【契約相手先】南伊勢町

　

五
年
目
を
迎
え
た
Ｃ
Ｌ
Ｌ
（Com

m
unity 

Learning Labo

）
活
動
が
対
象
地
域
を
さ
ら

に
広
げ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

平
成
三
十
年
度
ま
で
は
文
部
科
学
省
の

「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」の
取
組
み
の
中

で
、
連
携
す
る
三
市
五
町
（
伊
勢
市
、
鳥
羽
市
、

志
摩
市
、
玉
城
町
、
度
会
町
、
大
紀
町
、
南
伊
勢

町
、
明
和
町
）を
活
動
地
域
と
し
て
展
開
し
て

き
た
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
本
学
独
自
の

　

名
張
市
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
は
、
名
張
市

の
「
子
ど
も
条
例
」
に
定
め
ら
れ
た
、

市
長
が
子
ど
も
の
意
見
を
求
め
る
た

め
に
開
催
さ
れ
る
子
ど
も
会
議
（
以

下
、「
ば
り
っ
子
会
議
」）
に
学
生
が
参

加
し
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、昨
年
度
、教

育
学
部
学
生
に
よ
る
教
育
学
会
の
活

動
と
し
て
実
施
し
、「
ば
り
っ
子
会

議
」
か
ら
の
市
長
へ
の
提
言
が
地
元

の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
収
め
た
。そ
こ
で
、本

学
の
地
域
連
携
推
進
室
と
名
張
市
を

　

文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
科
学

研
究
費
助
成
事
業
（
通
称
「
科
研

費
」）に
、
今
年
度
、
本
学
の
四
研

究
が
採
択
さ
れ
た
。
新
規
の
採
択

率
が
三
割
を
切
る
国
内
最
大
規
模

の
競
争
的
資
金
制
度
で
あ
る
「
科

研
費
」
は
研
究
者
自
ら
の
自
由
な

発
想
に
基
づ
く
研
究
の
推
進
を
目

的
と
し
て
お
り
、
人
文
社
会
科
学

学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
継
続
し
て
実
施
さ

れ
、フ
ィ
ー
ル
ド
を
三
重
県
全
域
に
拡
大
。早

く
も
名
張
市
と
連
携
し
た
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
下
部
参
照
）も
動
き
出
し
た
。九
月
時
点
で
新

規
五
、
継
続
二
十
の
計
二
十
五
活
動
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
行
政
や
地
域
住
人
と
連
携
を

深
め
な
が
ら
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
左
記
に
今
年
度
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
掲

載
す
る
。

交
え
て
活
動
内
容
の
確
認
や
今
後
の

課
題
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ

活
動
の
三
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
見

通
し
が
持
て
た
こ
と
か
ら
学
部
横
断

的
な
広
報
に
よ
っ
て
学
生
を
募
集
し
、

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。

　

今
年
度
の「
ば
り
っ
子
会
議
」は
公

募
で
集
ま
っ
た
小
学
一
年
生
～
中
学

一
年
生
の
男
女
四
十
四
人
と
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
数
名
と
で
構
成
さ
れ
、

長
年
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
「
子
ど

も
を
よ
く
見
て（
Ｍ
）、
言
う
べ
き
こ

と
は
言
っ
て（
Ｉ
）、
話
を
よ
く
聞
い

て（
Ｋ
）」
と
呼
び
掛
け
る
Ｍマ

イ

ク
Ｉ
Ｋ
運

動
推
進
委
員
会
と
と
も
に
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活

動
の
学
生
が
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
ば
り
っ
子

会
議
」
が
主
催
す
る
十
一
月
の
「
ば

り
っ
子
モ
ー
ル
」
の
企
画
・
準
備
・

運
営
に
夢
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学

生
が
い
か
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
市

長
へ
の
提
言
」
を
十
月
ま
で
に
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
か
、毎
回
の「
ば

り
っ
子
会
議
」
の
様
子
を
も
と
に
今

後
の
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
を
討
議
し
、

現
在
、
順
調
に
進
行
し
て
い
る
。

 

教
育
学
部
准
教
授
　
山
本
智
子

か
ら
自
然
科
学
ま
で
の
す
べ
て
の

分
野
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
学
術
研

究
が
対
象
。
税
金
を
財
源
と
す
る

た
め
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
方
式（
専
門

分
野
の
近
い
複
数
の
研
究
者
に
よ
る

審
査
）に
よ
っ
て
厳
し
く
、
か
つ
高

い
透
明
性
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
る
。

採
択
さ
れ
た
研
究
テ
ー
マ
と
代
表

者
は
左
表
の
通
り
。

　活
動
地
域
が
拡
大
中
!

令
和
元
年
度
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動

　令
和
元
年
度
科
研
費
に

四
研
究
が
採
択

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
レ
ポ
ー
ト

子
ど
も
の
声
を
カ
タ
チ
に

ば
り
っ
子
会
議
か
ら
市
政
へ
の
提
言
Ｐ
Ｊ

令和元年度 CLL活動

新
　
　
規

●伊勢やまだ地方創生まちづくりゼミ…伊勢市の山田（中心市街地）を
中心に、まちが抱えている問題を解決すべく、課題の検討、調査、提
案、実施、検証を行っていく。

●だんだんお花畑プロジェクト in 玉城町…里山周辺に点在する遊休
農地を活用した秋播き春咲き花のガーデニングコンテストと関連イベ
ントなどの企画・運営を行う。
●ばりっ子会議から市政への提言PJ…子どもたちの話し合いに加わっ

て、子どもたちの考えを引き出して意見としてまとめていき、名張市長
への提言につなげていくサポートをする。
●The Histories of Ise 行政文化資源の利活用…行政が有する文

化資源『伊勢市史』の利活用を考える。
●宿田曽おかえりみこしプロジェクト…南伊勢町宿田曽地区の「宿田曽

神祭・港まつり」で行われなくなった「子供みこし」を本プロジェクトによ
り復活させ、地域コミュニティーの維持や持続可能性について学ぶ。

継
　
　
　
　
続

●皇學館みらい対話団　●防災のための大湊地域資源発掘プロジェクト
●南伊勢町UAV（ドローン）防災活用プロジェクト　●度会カフェリョクプロジェクト
●伊勢シーパラダイス体験アクティビティ開発プロジェクト
●TMMF（玉城ミュージックモンスターフェスティバル実行委員会）
●産学官連携日本酒プロジェクト　●あばばい 　伊勢志摩国立公園学生部会　
●宇治山田商業高校課題研究（商品開発）サポーター　
●みんなの声を聞くには？プロジェクト
●伊勢市地域福祉計画・活動計画に関するリサーチ及びコミュニケーション、 
　地域カルテ作成　●伊勢おはらい町防災プロジェクト
●着ぐるみ（伊勢まいりん）を使用した伊勢市観光事業のPR活動
●子どもと家庭の応援団　●新聞カフェ　●伊勢おもてなしヘルパープロジェクト
●「広報いせ」特集記事制作プロジェクト
●TMKミライデザインPJ（玉城町下外城田明るい未来推進プロジェクト）
●南伊勢 ドローンによる空家対策プロジェクト
●南伊勢地域連携日本酒プロジェクト

令和元年度 科研費新規採択課題一覧（平成３０年度申請）� ※課題番号順に掲載

研究課題名 研究種目 研究代表者
研究期間

１
神宮御師資料の新たな発見に伴う
信仰の地“伊勢”の総合的調査研究
（課題番号：１９K０１００6）

基盤研究（C）
研究開発推進センター
助手
小 林 　郁

【開始】令和元年度〜【終了予定】令和 ５ 年度

２
地域子育て支援拠点施設の
質の向上と機能強化に関する研究
（課題番号：１９K０２３４２）

基盤研究（C）
教育学部准教授
梶　 美 保

【開始】令和元年度〜【終了予定】令和 ３ 年度

３

高等学校理科の生物基礎における
実施率を向上させるための
簡易免疫実験の提案
（課題番号：１９K０２７４２）

基盤研究（C）
教育学部教授
中 松 　豊

【開始】令和元年度〜【終了予定】令和 ３ 年度

４
機械学習を用いた既存の都市内部
構造モデルの定量的評価と再構築
（課題番号：１９K２１6７１）

挑戦的研究
（萌芽）

文学部准教授
桐 村 　喬

【開始】令和元年度〜【終了予定】令和 ３ 年度

ば
り
っ
子
会
議
メ
ン
バ
ー
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

意
見
を
引
き
出
し
、ま
と
め
、市
長
へ
提
言
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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それぞれのチャレンジの場に
第14回皇學館中学校・高等学校
スピーチコンテスト
　先日 ₈ 月₁₇
日（土）に第₁₄
回皇學館中学
校・高等学校
スピーチコン
テストが開催
され、小学生
の部は₄₉名、
中学生の部は
₂₄名と、県内
外からたくさ
んの応募をい
ただきました。
　小学生の部ビギナーは「Wonderful Kyushu
（九州ってすばらしい）」、アドバンストは「A New 
Era for Japan（日本の新しい時代）」をテーマに
英文を暗唱、中学生の部では「My Hometown
（私の故郷）」・「What I am absorbed in（私が熱
中していること）」・「Dear Foreign Visitors to 
Japan（訪日する外国の人たちへ）」のテーマの中
から ₁ つを選んでスピーチを行いました。コ
ンテスト中、各スピーチにも熱が帯び、表情
豊かに一生懸命に伝えようとする姿が印象的
でした。結果は、小学生の部では【ビギナー】
柴原芽依香さん（米ノ庄小学校）、【アドバンス
ト】西村幸蘭さん（内部東小学校）、中学生の部
では宮木麗乃さん（藤原中学校）がそれぞれ優
勝に輝きました。
　どの児童、生徒もこの日のために何度も一
生懸命に練習を重ねてきたこと、当日もたと
えつまりながらでも最後まで諦めない強い想
いが伝わってきました。このスピーチコンテ
ストをそれぞれにとってのチャレンジの場と
し、英語でも日本語でもプレゼンテーション
スキルをこれからさらに磨いていってもらい
たいと思います。 英語科　角屋重文

皇學館中学校29名が 
マルタ共和国S

ソ ー パ

OPA合唱団
と交流

　イタリアの南、地中海に浮かぶ小さな島国・
マルタ共和国からやって来たSOPA合唱団₁₉
名（小 ₁ ～中 ₃）と皇學館中学校の生徒₂₉名が
₇ 月₂₉日、内宮参拝などの国際交流プログラ
ムを楽しんだ。
　いせトピアで開催された伊勢少年少女合唱
団との合同コンサート「国際青少年音楽祭 in 
伊勢」に参加するため、同月₂₅日から伊勢を
訪れていた SOPA合唱団。英語科主任の小林
誠治先生は「普段接することのない国、人々
を知る貴重な機会。同年代同士、気軽に、た
だ時間を共有するだけでもいい経験になる」
と今回のプログラムを企画した意図を語る。
　この日の午前中、生徒たちは内宮を案内し、
手水や参拝の仕方を英語でガイド。午後はセ
ミナーホールで SOPA、伊勢の両合唱団が美
しい歌声を響かせた。すっかり打ち解けた様
子に、「マンツーマンでのオンライン英会話
（ ₉ 面参照）を続けるうちに、英語を話すことへ
の抵抗感が減ってきているのでは」と小林先
生。今後も日本文化の発信やコミュニケーシ
ョン能力の向上、異文化理解につながる実践
の場を増やしていきたいと話した。

ヨ
ー
ク
大
学
・
夏
期
語
学
研
修
体
験
レ
ポ
ー
ト

　
昨
年
新
設
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー
ク
大
学
で
の
夏
期
語
学
研
修
が
今
年
も
実
施
さ
れ
、
八
月

三
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
の
約
三
週
間
、
七
名
が
充
実
し
た
現
地
生
活
を
過
ご
し
た
。

以
下
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
一
年
・
奥
岡
万
葉
さ
ん
の
体
験
談
を
紹
介
す
る
。

　
現
地
で
の
生
活

文
化
の
違
い
を
肌
で
実
感

　

い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
た
の
は
文

化
の
違
い
で
す
。
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
ア
ジ
ア
系
カ
ナ
ダ
人
一
家

で
し
た
が
、
食
事
の
席
で
「
マ
ザ
ー
、

ご
め
ん
な
さ
い
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い

で
全
部
食
べ
ら
れ
な
い
で
す
」
と
言

う
と
、「
な
ぜ
謝
る
の
？
」
と
不
思
議

が
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
残
す
と

も
っ
た
い
な
い
し
、
申
し
訳
な
く
思

い
ま
す
よ
ね
。
ま
た
、
親
戚
三
家
族

と
一
緒
に
遊
園
地
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
に

か
く
お
お
ら
か
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

雰
囲
気
が
心
地
よ
く
、
気
楽
に
過
ご

せ
ま
し
た
。
通
学
途
中
の
電
車
内
で

は
見
知
ら

ぬ
お
ば
あ

さ
ん
に
話

し
か
け
ら

れ
た
り
、

駅
で
は
自

己
Ｐ
Ｒ
の

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を

し
て
い
る
人
が
い
て
、
日
本
と
は
異

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
や
光
景
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

語
学
力

発
音
、会
話
力
が
向
上

　

間
違
い
を
怖
れ
ず
、
積
極
的
に
話

し
た
こ
と
で
発
音
と
会
話
力
が
上
達

し
た
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
や

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
に
は
何
度
も
質
問
し
、

外
出
し

た
と
き
は
ス
マ
ホ
で

簡
単
に
調
べ
ず
、
必
ず
人

に
尋
ね
ま
し
た
。
日
常
会
話
な
ら
中

学
校
で
習
っ
た
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
で

十
分
通
用
す
る
と
わ
か
っ
た
こ
と
も

収
穫
で
す
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
か
ら
も

「
段
々
上
手
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
」

と
褒
め
ら
れ
、
自
信
が
付
き
ま
し
た
。

平成31年度 海外インターンシップ報告
コミュニケーションと異文化体験
マレーシアプログラム
　クローバー電子株式会社のご協力による海外インターンシ
ップ『マレーシア』プログラムは、本年度で ₄ 回目を迎えた。
₆ 月の事前説明会には本年度も多くの参加者があったものの、
マレーシア現地法人であるAOBA ELECTRONICS CO.の受入
体制の都合により、 ₃ 名という狭き門で選抜された。
　 ₈ 月 ₂ 日には伊勢市の本社において本インターンシップの
担当者様（本学卒業生）より事前指導としてご講義いただいた。
まずは社内を見学させていただき、事業内容の説明を受け、そ
の後、「なぜ海外に進出しているのか」「出国までの学修」「心
構え」をテーマに意見交換をしつつ、刺激のあるご指導をい
ただいた。
　 ₈ 月₁₉日、日本が猛暑の中、
赤道近くで暑いマレーシアへ
発ち、翌₂₀日から ₃ 日間の就
労体験を行った。工場でライ
ンに入っての業務や取引先の
工場の見学、現地の皆様の前
でスピーチをするなど様々な経験を積んだ。日本語が通じな
い環境で、言葉（＝英語）によるコミュニケーションに苦労し
たようであるが、現地担当者様（本学卒業生）からの「いかに自
分の意図を伝えるかが重要」との指導に心を打たれ、苦労し
ながらも課せられた業務をこなし、現地の従業員の方々と心
を通わせ、マレーシアでの異文化体験もできたようだ。
　学生はそれぞれに海外で働くことの意義を学び、海外に出
ること、他国の方とコミュニケーションをとること、異文化
を体験することの重要性に気がついたようである。

海外にて新しい視野を得る
中国プログラム
　第三銀行と本学との連携
協定に基づく海外インター
ンシップ『中国』プログラ
ムは例年 ₂ 月に実施してい
たが、早期化している就職
活動などに対応すべく、半
年ほど前倒しした ₈ 月₂₆日
から₃₁日で実施した。
　事前の説明会ではプログ
ラム始まって以来の多数の
参加者があり、注目度の高さがうかがえた。また説明会に引き
続いて行った昨年度の報告会もこれまでにない盛り上がりを見
せた。
　 ₇ 月に第三銀行の担当者様より中国経済の概要や日本にいて
は感じることができない実情、ビジネス環境、文化などについ
てご指導いただいた。さらに昨年度から始まったマーケティン
グ課題も出され、インターンシップの目的をより明確にして臨
むこととなった。
　現地では引率指導の張磊教授（文学部コミュニケーション学科）
とともに第三銀行の現地駐在員の方にご指導いただきながら、
日系企業 ₄ 社を訪問した。学生は事業内容などの説明を受け、ビ
ジネスの実態や国際的な考え方などに留まらず、多くの方から
中国で働くことになったきっかけや意義、楽しさ、難しさなど
生の声を聞くことができた。日本にいるだけでは気づけなかっ
たことを発見し、新しい視野を得たようだ。この経験を生かし
て、今後の学生生活がより豊かになることを願いたい。

授
　
業

実
践
的
で
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

授
業
は
実
践
的
か
つ
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
ば
か
り

で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
一
つ「Food 

in Canada

」
で
は
先
生
が
「
バ
タ

ー
タ
ル
ト
」
や
「
ナ
ナ
イ
モ
タ
ル
ト
」

な
ど
、
カ
ナ
ダ
の
国
民
的
ス
イ
ー
ツ

を
作
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

バ
タ
ー
と
砂
糖
が
大
量
に
入
っ
て
い

る
の
で
味
が
濃
く
大
変
甘
か
っ
た
の

で
す
が
、
カ
ナ
ダ
で
愛
さ
れ
て
き
た

伝
統
菓
子
を
知
る
貴
重
な
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

研
修
で
得
た
も
の

視
野
が
広
が
り
、

帰
国
後
も
学
習
を
継
続

　

多
国
籍
の
人
々
、
異
文
化
に
触
れ

た
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
長
期
の

留
学
に
も
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

帰
国
後
は
身
に
付
け
た
英
語
力
を
キ

ー
プ
で
き
る
よ
う
、「You Tube

」で

英
語
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
観
た
り
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、

勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

研
修
に
参
加
す
る
前
は
研
修
生
活

を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
の
か
心
配
で

し
た
が
、
現
地
で
は
誰
も
が
優
し
く
、

親
切
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当

に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小学生の部入賞者

中学生の部入賞者

遊
園
地
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

訪問先の日系企業にて

AOBA�ELECTRONICS�CO.

セミナーホールにて合唱を披露するSOPA合唱団

研修プログラム
Week 1 月 火 水 木 金 土

９：００-１１：１５

Civic Day 
(provincial holiday) 
-No Class

ウェルカムレセプ
ション、プレース
メントテスト、
キャンパスツアー

授業 授業 授業

Niagara Falls 
with AP 
international 
students 
-Community 
Leaders Meet at 
9:30 (Departure at 
18:00)

１１：３０-１２：３０
コンピュータ
ラボオリエン
テーション

発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック

１２：３０-１３：３０ 昼食

１３：３０-１6：１５ 授業
“Canadian-U.S. 
Relations” 
Academic 
Workshop

“History of 
Canada” Academic 
Workshop
　
Baseball Game 
Blue Jays 
vs Yankees Meet 
at 16:30

Campus Event 
- Community Leaders
(13:30–16:00) 

Week 2 月 火 水 木 金 土
９：００-１１：１５ 授業 授業 授業 授業 授業

Canada’s 
Wonderland 
-Community Leaders

１１：３０-１２：３０ 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック
１２：３０-１３：３０ 昼食

１３：３０-１6：１５
CN Tower Trip 
- Community Leaders 
(13:30)

“Economy of 
Canada” Academic 
Workshop

“Canada’s 
Relations with the 
World” Academic 
Workshop
　
Campus Event
(16:30–19:00)

“Music of Canada” 
Academic 
Workshop
　
Boat Cruise Meet 
at 16:30

Campus Event 
-Community Leaders 
(13:30–16:00)

Week 3 月 火 水 木 金 土
９：００-１１：１５ 授業 授業 授業 授業 授業 出発（帰国）
１１：３０-１２：３０ 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック
１２：３０-１３：３０ 昼食

フェアウェル
パーティ１３：３０-１6：１５

Skit/Song for 
Ceremony 
Preparation 
-Community Leaders 
(13:30–16:00)

“Food in Canada” 
Academic 
Workshop

Toronto Island 
Tour 
-Community Leaders 
(13:30)

“Canadian 
Cultural Values” 
Academic 
Workshop

授業：4５.0 H ワークショップ：27.５ H テスト：2.0 H 【合計】74.５ H

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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個人10名、男子団体が全国
大会に出場! 皇學館大学・柔道部
　 ₈ 月₂₅日に愛知県武道館にて東海大会が開
催され、上位 ₃ 位以内に入賞した男子 ₉ 名、
女子 ₁ 名と男子団体が全国大会への出場を決
めた。個人は ₉ 月₂₈日、₂₉日に秋田県で行わ
れる全日本学生柔道体重別選手権大会に、男
子団体は₁₀月₁₉日、₂₀日に兵庫県で実施され
る全日本学生柔道体重別団体選手権大会に出
場する。

　柔
道
部
が
ギ
リ
シ
ャ
代
表
と
合
同
練
習

　

ギ
リ
シ
ャ
の
柔
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

（
男
性
三
名
、
女
性
一
名
）が
八
月
十
三
日
か

ら
二
十
五
日
に
か
け
て
来
学
。
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
世
界
柔
道
選
手
権
東
京

大
会（
八
月
二
十
五
日
～
九
月
一
日
）の
事
前

合
宿
と
し
て
、
本
学
柔
道
部
員
ら
と
打
ち

込
み（
相
手
を
投
げ
る
ま
で
の
動
作
を
繰
り
返

す
）
や
乱
取
り
（
互
い
に
技
を
掛
け
合
う
）
な

強化指定クラブ
（駅伝競走部・柔道部）
全国大会出場に伴う
協賛金のお願い

　平素は、本学の教育につきまして、ご支
援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　本学では、駅伝競走部・柔道部を強化指
定クラブとし、全国で活躍できる選手育成
に努め、学園一丸となり強化に取り組んで
おります。
　各方面からの強化指定クラブへのご支
援を何卒よろしくお願い致します。

協賛金金額
個 人 １ 口� ３,０００円 出来ますれば、複数口の

ご協賛をお願い致します法人・団体 １ 口�１０,０００円

※免税措置が適用可能となります。
※協賛金手続きについては「教学振興会」事務局に
て対応いたします。TEL ０５９６-２２-６３１３

協賛方法

法
人

法人からのご支援については、本学より関係書
類をお送りいたしますので、上記「教学振興会」
事務局へご連絡ください。

個
人

インターネット等からもお申し込みいただけ�
ます。詳しくは本学公式ホームページをご覧�
ください。� ⬇

寄付者全員に御礼として
応援タオルを贈呈

令和元年度「三重ジュニアドクター
養成プログラム」が進行中
　科学研究に強い関心と潜在的な才能を持つ
児童（小 ₅・₆）、中学生を対象に大学で研究指
導を行い、未来の科学者を育成する「三重ジ
ュニアドクター養成プログラム」が今年度も
実施されている。Dエリアである本学では ₁
名が第 ₂ 段階、 ₉ 名が第 ₁ 段階教育プログラ
ムを受講。観察・実験やレポート作成、プレ
ゼンテーション等の講座を通して探究する能
力や情報発信するスキルを磨いている。

　 ８月２５日から ９月 １日に
かけて開催された世界
柔道選手権東京大会
に教育学科 １年の
髙橋麻莉弥さんが
女子７０キロ級フィ
リピン代表とし
て出場。残念な
がら初戦で負けを
喫したが、今後につながる貴重な経験を積んだ。
　父が日本人、母がフィリピン人で、両国の国籍
を持つ。柔道をしていた父の影響で小学 ３年の時
＂柔の道＂へ。大学でも柔道を続けたいと模索する
中、佐藤武尊部長の人徳、充実した練習環境に惹
かれ本学への入学を決めた。「佐藤先生は柔道のこ
とはもちろん、プライベートな悩みにも親身に話
を聞いてくださり、本当に学生思い。先輩方はみ
なさん優しく努力家で、恵まれた環境の中で柔道
に取り組めています」。
　現在の世界ランクは女子７０キロ級で８８位。来夏
までに２４位以内に入れば、東京オリンピック出場
が見えてくる。「自身が活躍することで、フィリピン
の柔道人口の増加につながれば」と意欲を語った。

髙橋麻莉弥さ（教１）んが
フィリピン代表として
世界柔道に出場

ど
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
た
。

　

国
の
代
表
チ
ー
ム
が
訪
れ
る
の
は
、
昨

年
の
カ
ナ
ダ
に
続
き
二
回
目
。
個
人
で
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ネ
パ
ー
ル
な
ど
か
ら

の
外
国
人
選
手
が
練
習
に
参
加
す
る
こ
と

も
あ
り
、
国
際
色
豊
か
な
道
場
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
佐
藤

武
尊
部
長
は
「
学
生
に
は
競
技
力
の
向
上

だ
け
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
多
様
な
文

化
や
人
と
触
れ
あ
っ
て
感
性
を
伸
ば
し
、

人
間
と
し
て
も
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
そ

の
狙
い
を
話
し
、「
今
回
の
ギ
リ
シ
ャ
チ
ー

ム
の
選
手
た
ち
は
世
界
上
位
二
十
位
以
内

に
入
っ
て
お
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

も
お
そ
ら
く
出
場
す
る
で
あ
ろ
う
メ
ン
バ

ー
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
カ
ー
と
の
交
流
は
部
員

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
に
な
る

は
ず
」
と
語
っ
た
。

　

主
将
の
南
里
方ま

さ

紀き

さ
ん
（
現
日
４
年
）
は

「
世
界
大
会
に
出
る
チ
ー
ム
だ
け
あ
っ
て

組
手
や
技
の
入
り
方
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
。
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
選
手
と
練
習
す
る
機
会
な
ど
め
っ
た

に
な
い
の
で
、
本
当
に
貴
重
な
体
験
に
な

っ
た
」
と
話
し
、
テ
ル
ツ
ィ
ド
ウ
・
エ
リ

ザ
ベ
ス
選
手
（
世
界
柔
道
女
子
七
十
キ
ロ
級

に
出
場
）
は
「
た
く
さ
ん
乱
取
り
が
で
き
、

大
会
に
向
け
い
い
準
備
に
な
っ
た
。
力
に

ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
技
を
生
か
す
と

い
う
ス
タ
イ
ル
の
違
い
が
あ
り
、
興
味
深

か
っ
た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

　

十
五
カ
国
か
ら
約
四
百
七
十
名
が
参
加

し
、
八
月
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ

れ
た
第
二
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
空
手

道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
本
学
空
手
道
部

の
西
村
浩
行
監
督
が
「
形
」
と
「
組
手
」

（
い
ず
れ
も
五
十
五
～
五
十
九
歳
の
部
）
で
優

勝
。
シ
ニ
ア
で
は
初
の
二
部
門
制
覇
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　

八
月
二
十
八
日
、
優
勝
報
告
の
た
め
鈴

木
健
一
伊
勢
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
西
村

監
督
は
「
組
手
の
準
決
勝
で
は
こ
れ
ま
で

勝
っ
た
こ
と
の
な
い
日
本
人
選
手
に
逆
転

勝
ち
し
、
波
に
乗
っ
た
。
決
勝
で
は
自
分

よ
り
は
る
か
に
大
き
い
体
格
、
パ
ワ
ー
の

外
国
人
選
手
に
恐
怖
す
ら
抱
い
た
が
、
冷

静
に
戦
い
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　

西
村
監
督
は
館
友
（
第
十
九
期
生
）
で
も

あ
る
。
入
学
時
に
空
手
道
部
に
入
部
。
以

来
、
四
十
年
に
わ
た
り
空
手
一
筋
に
打
ち

込
み
、
現
在
は
指
導
者
と
し
て
も
活
動
す

る
傍
ら
、
十
年
前
か
ら
本
学
空
手
道
部
の

監
督
を
務
め
て
い
る
。今
回
の
優
勝
が「
子

ど
も
た
ち
や
学
生
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に

な
れ
ば
」
と
語
り
、「
空
手
の
普
及
に
つ
な

が
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日
に
は
昨
年
度
覇
者
と
な

っ
た
熟
練
者
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
る
。「
次
は
追
わ
れ
る
身
。
攻
め

を
忘
れ
ず
、
自
分
の
空
手
を
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

個 人
10名が全国大会出場!
全日本学生柔道体重別選手権大会
９ 月２８日〜２９日❖秋田県立武道館（秋田県）

全日本学生柔道体重別選手権大会 出場選手

男子

６0 kg級
東　　 翔 　陽（国史 ４年）
清　水　唯　斗（現日 ４年）

7３ kg級 下　沢　直　生（現日 １年）
８１ kg級 南　　 夏 　貴（現日 ２年）
９0 kg級 松　田　悠　佑（国文 ４年）

１00 kg級
南　里　方　紀（現日 ４年）
上　田　虎　徹（教育 ２年）

１00 kg超級
安　田　悠　人（国文 ４年）
竹　内　直　巳（現日 ２年）

女子 7８ kg超級 上林山　未　来（教育 ２年）

団 体
全国大会出場決定!
全日本学生柔道体重別団体優勝大会
１０月１９日〜２０日❖ベイコム総合体育館（兵庫県）

　空
手
道
部
・
西
村
浩
行
監
督
が

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
で

「
形
」「
組
手
」２
冠

１9日は市内の小中学生２０名も来学し、柔道を通し交流を楽しんだ

「一つひとつの試合を大事にしたい」
と話す髙橋さん

稽古に励むテルツィドウ・エリザベス選手。世界柔道で
は２回戦で同大会女子7０キロ級優勝者マリー＝イヴ・
ガイ選手（フランス）に敗れた

「２つのタイトルを獲るのは難しく、日頃の稽古の大
切さを実感した」と話す西村監督（檀上左から２人目）

東京五輪への採用で競技レベルが上がっている空手

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

皇 學 館 学 園 報（  ）　第80号  令和元年 9月24日5



▼

日比勝俊監督に聞く◤

皇 學 館 大 学
駅伝競走部 応援ガイド
悲願の全日本大学駅伝初出場から ₃ 年、一層のレベルアップをめざしてきた本学駅伝競走部は出雲駅伝
に ₂ 大会連続 ₂ 回目、全日本大学駅伝に ₃ 大会連続 ₃ 回目の出場を決めました。＂皇學館＂の誇りと伝統を
たすきでつなぎ、全力で駆け抜けます。熱い応援をよろしくお願いいたします。

第31回出 雲 駅 伝
10／14（月・祝）13：05スタート
出雲大社正面鳥居前➡出雲ドーム前
テレビ  フジテレビ系列◦₁₃時～

※詳しくは新聞のテレビ欄等でご確認ください。

第51回全日本大学駅伝
11／3（日・祝）8：05スタート
熱田神宮西門前➡伊勢神宮内宮宇治橋前
テレビ  テレビ朝日系列 放送予定

※詳しくは新聞のテレビ欄等でご確認ください。

皆さんの声援が選手の力になります。
ぜひ沿道で応援しましょう!

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

学
内
コ
ー
チ

◥駅伝競走部メンバー
　
駅
伝
は
選
手
個
人
の
力
以
上
に
、

チ
ー
ム
力
が
大
事
で
す
。
団
結
力

を
高
め
る
た
め
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
増
や
し
、
食
事
の
時
間
も
合
わ

せ
る
な
ど
し
て
絆
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
は
四
年
生
が

多
い
た
め
、
最
高
学
年
と
し
て
の

自
覚
、
責
任
感
を
発
揮
し
て
チ
ー

ム
を
導
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

思
い
き
り
走
る
だ
け
で
よ
か
っ
た

初
出
場
と
違
い
、
二
回
目
、
三
回

目
は
さ
ら
に
上
位
を
狙
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ

り
ま
す
が
、
今
回
、
出
雲
駅
伝
は

八
位
、
全
日
本
大
学
駅
伝
は
十
五

位
と
い
う
目
標
を
自
分
た
ち
で
決

め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
達
成
し
、
結
果

を
出
す
こ
と
で
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
出
雲
駅
伝
へ
の
出
場
権
を
か
け

た
東
海
学
生
駅
伝
は
大
会
新
記
録

で
連
覇
、
全
日
本
大
学
駅
伝
東
海

地
区
選
考
会
は
四
分
三
十
三
秒
差

（
大
会
史
上
最
高
差
）を
つ
け
て
の

ト
ッ
プ
通
過
・
大
会
記
録
更
新
と
、

い
ず
れ
も
実
力
の
高
ま
り
を
感
じ

さ
せ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
の

り
は
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓

延
、
教
育
実
習
な
ど
学
業
と
の
両

立
、
チ
ー
ム
内
の
意
識
格
差
…
意

識
の
違
い
に
つ
い
て
い
え
ば
、
予

選
会
を
一
カ
月
後
に
控
え
、
部
員

た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
活
発
に

意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
、
徐
々
に
ベ

ク
ト
ル
を
一
致
さ
せ
て
い
っ
た
こ

と
で
確
実
に
空
気
が
変
わ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
本
学
駅
伝
競
走
部
は
常
に
進
化

を
狙
っ
て
い
る
チ
ー
ム
で
す
。
そ

の
た
め
に
部
員
に
は
監
督
や
コ
ー

チ
に
た
だ
従
う
の
で
は
な
く
、
ま

ず
自
分
た
ち
が
ど
う
な
り
た
い
か
、

ど
う
あ
り
た
い
か
を
考
え
て
も
ら

う
。
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
課
題
が

見
つ
か
り
、
意
見
や
提
案
、
行
動

に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
、
選
手

た
ち
は
出
雲
駅
伝
は
八
位
、
全
日

本
大
学
駅
伝
は
十
五
位
を
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
人
間
力
と
競
技
力

を
両
輪
に
、
よ
り
一
層
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
ち
ら
か
ら

応
援
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
で
き
ま
す

奥 野 夏 希
（現日4年）

山 下 慧 士
（国史 4年）

松下 日花里
（教育 3年）

桑 山 楓 矢
（現日3年）

加 藤 元 紀
（教育 ２年）

竹内 啓一郎
（国史 １年）

村 井 洸 陽
（教育 １年）

宮 野 蓮 弥
（現日１年）

上 村 直 也
（教育 3年）

新 �美 �　健
（教育 4年）

金森 拳之介
（現日3年）

原 �田 �　翼
（コミュ２年）

鈴 木 翔 也
（教育 ２年）

笹 竹 陽 希
（教育 １年）

土 肥 紘 大
（現日１年）

緒方 香津貴
（教育 ２年）

田 邊 隼 都
（国史 3年）

金 谷 智 顕
（教育 4年）

宮 �城 �　響
（教育 3年）

松 原 隼 斗
（国文 ２年）

齊 藤 希 龍
（教育 ２年）

伊 藤 大 晟
（教育 １年）

柴 田 龍 一
（現日１年）

本 �塚 �　舞
（神道 ２年）

平 山 寛 人
（教育 3年）

大河内 雄登
（現日4年）

川 瀬 翔 矢
（現日3年）

市 川 駿 希
（教育 ２年）

下 村 悠 斗
（国文 １年）

宮 本 康 希
（教育 １年）

花 井 秀 輔
（現日１年）

岡 田 萌 花
（教育 １年）

奥 野 伶 奈
（教育 １年）

一 路 侑 杜

チ
ー
ム
力
を
発
揮
し

目
標
を
達
成
し
た
い

駅
伝
競
走
部
主
将
　
平
野
恵
大
（
現
日
４
年
）

人間力と競技力を両輪に、さらなるレベルアップを
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【スタート】8：05
熱田神宮西門前
名古屋市熱田区神宮 1丁目　

【第2中継所】
長島スポーツランド前
桑名市長島町福吉879-5

【ゴール】
伊勢神宮内宮宇治橋前
伊勢市宇治館町 1

【第3中継所】
霞ヶ浦緑地前
四日市市羽津

【第4中継所】
ファミリーマート鈴鹿林崎町店前
鈴鹿市林崎町1033-2

【第5中継所】
ザ・ビッグエクストラ津河芸店前
津市河芸町中別保丸垣内100

【第6中継所】
ベイスクエア津ラッツ前
津市藤方716

【第7中継所】
JA松阪前
松阪市豊原町1043-1

【第1中継所】
藤前公園手前
名古屋市港区藤前1-620

1区●9.5km

2区●11.1km

3区●11.9km

4区●11.8km

5区●12.4km

6区●12.8km

7区●17.6km

8区●19.7km

【スタート応援ポイント】
熱田神宮前

【1区応援ポイント】
名古屋市港区「十一屋」交差点付近
スタート地点から約7.2km

【2区応援ポイント】
弥富市「三好」交差点付近
第 1中継所から約7.2km

【3区応援ポイント】
川越町「南福崎南」交差点付近
第 2中継所から約6.2km

【4区応援ポイント】
四日市市「海山道三」交差点付近
第 3中継所から約5.3km

【5区応援ポイント】
鈴鹿市「体育館前」交差点付近
第 4中継所から約5.1km

【6区応援ポイント】
津市「栄町三」交差点付近
第 5中継所から約6.8km

【7区応援ポイント】
松阪フレックスホテル前付近
第 6中継所から約12.3km

【8区応援ポイント】
明和町「有爾中」交差点（ぎゅーとら前）付近
第 7中継所から約4.8km

伊勢市小俣町「宮前」交差点（百五銀行前）付近
第 7中継所から約10.6km

伊勢市駅前（三交イン伊勢市駅前向かい側）付近
第 7中継所から約14.0km

皇學館大学前付近
第 7中継所から約16.5km

【ゴール応援ポイント】
神宮会館前
























大学前での応援
12：40に大学正門付近に
お集まりください

●

●

●

●

●

●

【スタート 応援ポイント】
島根銀行付近

【 1 区・6 区 応援ポイント】
ファミリーマート浜山公園入口店付近

【 2 区 応援ポイント】
ホンダカーズ西島根出雲東店付近

【 3 区・4 区 応援ポイント】
西尾自動車㈱サンフラワー観光付近

【 5 区 応援ポイント】
矢尾信号付近

【ゴール 応援ポイント】
桃源市場ドーム店付近

【スタート】13：05
出雲大社正面鳥居前

6区●10.2km

5区●6.4km

4区●6.2km
3区●8.5km

2区●5.8km1区●8.0km

【第 1 中継所】
出雲市役所・JAしまね前

【第 2 中継所】
斐川直江

【第 3 中継所】
 平田中ノ島

 【第 4 中継所】
鳶巣コミュニティセンター前

【第 5 中継所】
島根ワイナリー前

【ゴール】
出雲ドーム前

●

●

●

一畑電車大社線

一
畑
電
車
北
松
江
線

出雲大社前

雲州平田

一
畑
電
車
北
松
江
線

直江

電鉄出雲市

出雲市

JR山陰
本線

431

9

9

184

431

431

184

28

275

山
陰
合
同
銀
行

渡橋中央

平田本田

本田橋

西代

直江

神立

かとう耳鼻咽喉科

斐伊川・西代橋

斐伊川・神立橋

斐
伊
川

出雲市役所

島根県立
浜山公園

高浜

第31回
出雲全日本大学選抜
駅伝競走
10／14月体育の日 13：05スタート
出雲大社正面鳥居前➡出雲ドーム前
6 区間 45.1km

秩父宮賜杯 
第51回 全日本大学駅伝対校
選手権大会
11／3日文化の日 8：05スタート
熱田神宮西門前➡伊勢神宮内宮宇治橋前
8 区間 106.8km

沿道でのご声援は、
各区間の応援ポイントで !
各区間に皇學館大学の「応援ポイント」を設
けます。各ポイントには本学のスタッフが待機
していますので、ぜひお声掛けください。のぼ
りをお渡ししますので、ともに応援しましょう!

先
頭
選
手
通
過
予
想
時
刻

スタート 8：05
第 １ 中継所 8：33
第 2 中継所 9：05
第 ３ 中継所 9：40
第 4 中継所 10：15
第 ５ 中継所 10：51
第 ６ 中継所 11：29
第 7 中継所 12：21
ゴール 13：19

先
頭
選
手
通
過
予
想
時
刻

スタート 13：05
第 １ 中継所 13：28
第 2 中継所 13：45
第 ３ 中継所 14：10
第 4 中継所 14：28
第 ５ 中継所 14：46
ゴール 15：16

応援に際してのお願い
◦鳴り物での応援は禁止されています。
◦応援は必ず歩道上で行ってください。歩
道から手や体の一部を乗り出して応援す
ることは禁止されています。
◦のぼりをガードレールなどの沿道公共物
にくくりつけることは道路交通法違反と
なります。のぼりは手で持って応援してく
ださい。
◦応援ポイントでは、まわりの皆様のご迷
惑にならないようご配慮をお願いします。
また、周辺に無断駐車、違法駐車をされ
ませんよう、よろしくお願いします。

応援に際してのお願い
◦スタート地点（大社：神門通り）は混雑が予
想されますので、応援の方は交通ルール
を守り、係員の案内に従ってください。
◦フィニッシュ地点（出雲ドーム）で応援さ
れる方は、公園内の駐車場が満車の場
合、係員の案内に従って周辺の臨時駐車
場に車をとめてください。
◦スタート・フィニッシュ地点には、応援用
のぼり旗の掲出禁止区域があります。ま
た、のぼりをガードレールなどの沿道公
共物にくくりつけることは道路交通法違
反となります。のぼりは手で持って応援
してください。
◦応援ポイントでは、まわりの皆様のご迷
惑にならないようご配慮をお願いします。
また、周辺に無断駐車、違法駐車をされ
ませぬよう、よろしくお願いします。
◦本大会は、「ドローン・ラジコン等無線機
器」による録画・撮影等の行為が禁止さ
れています。
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今回のクラスマッチは生憎の天候で予
定していた競技も実施できず、準備

の点で大変なことも多かったのですが、そ
んな天気に負けないほど全員が元気にはつ
らつとプレーできました。学年を越えて対
戦したので、普段はあまり関わりがない他
学年の生徒ともつながりが生まれたと思い
ます。各学年、各チームの試合を見ていて
真剣な勝負の中にも互いの選手を思いやる
心も見えた気がしました。 １日目のソフト
ドッヂボールと ２日目のバレーボールとも
クラスの皆で盛り上がってとても良かった
と思います。  総務委員長 田村優我

ソフトドッヂボール 優　勝 ２年 １組 準優勝 ３年 ４組
バレーボール 優　勝 ３年 6組 準優勝 ２年 ３組

夏休みの７月２２日〜
８月 ４日の ２週間、

オーストラリア・メルボ
ルンにおいて語学研修を
行い、１２名の生徒が参加
した。
　姉妹校であるローズヒ
ル・セカンダリーカレッ
ジとの交流も今年で１８年
目を迎えた。１８年もの長
い間、この語学研修プロ
グラムを続けて来られた
のも、皆さまのご理解と
ご協力のお陰であり、心から感謝申し上げたい。
　高校生がこの研修に参加する意義とは何か、
とよく考えることがある。生徒の様子から大き
く ２つあることに気がついた。
　ひとつは英語学習への取り組みが変わる点に
ある。参加生徒は英語でのコミュニケーション
に苦労し、歯がゆく、悔しい思いをする。同時
に、もっと英語を勉強したいというモチベーシ
ョンが生まれ、帰国してからは能動的な学習態
度に変化する。
　もうひとつは、日本という国を再認識する機

全員がはつらつプレー
クラスマッチ

能動的学習態度と自国を見直す機会を得て
第1８回オーストラリア語学研修

中西結菜さんの作品が 
「潮風のおかし」として発売!

「志摩の里海旨いもんコ
ンテスト」で最優秀

賞に選ばれた中西結菜さん
（ ３年）の作品レシピをもと
に志摩市の「菓子工房シマ
ヤ」さんが新商品を開発。
「潮風のおかし」とネーミン
グも新たに、 ９月中旬から
販売されることが決まった。
　 ８月２９日のお披露目会で
中西さんは「自分の考えた
お菓子が店頭に並ぶことを考えると本当に嬉しい。試作中は焼き
加減がうまくいかず、ヒジキが口に残ったりして苦労した。プロ
の手が加わったことで優しい味になった」と話し、顧問の櫻井先
生も「アカモクは洋菓子に取り入れるのが難しい食材。中西さん
のレシピではアカモクを焼き菓子の上に乗せてあったが、シマヤ
さんのアレンジは粉末にして生地に練りこんであるため食感もよ
く、すべての食材がまとまっている」と感想を語った。試食した
生徒からは「ヒジキとアカモクの味が強いのかと思ったが伊予柑
の風味もあり、食べやすい」「甘す
ぎず、おいしかった」等の声が
聞かれた。

インターハイ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

女子団体 ● ２回戦進出

女子個人
ダブルス

糀 谷 功 明 ・ 齋 藤 　 崚◆ ２回戦敗退
東　美 衣 奈 ・ 岡 　 珠 希● ２回戦進出

シングルス
山 本 純 白◆ １回戦敗退
東　美 衣 奈●ベスト３２

剣 道 部 女子個人 早 川 愛 菜◆ ２回戦敗退

陸 上 部

大 井 　 悠　八種競技● ４位
藤 本 大 輝　幅跳び◆予選敗退
白 井 颯 斗　棒高跳び◆予選敗退
野 呂 仁 人　棒高跳び◆予選敗退

柔 道 部 宮 本 ほ の◆ ２回戦敗退
弓 道 部 女子団体 ◆予選敗退

全国高校総合文化祭
写 真 部 堀 出 萌 絵◆入賞なし

会になるという点だ。海外で滞在すると、あら
ゆることを日本と比較し、日本とはどういう国
で、どういう文化であるのかを考える。日本に
いては見えてこなかった日本の素晴らしさに気
づく。日本に住む者としての誇り、アイデンテ
ィティに気がつくのだ。
　これら ２点は国際社会で活躍する者にとって
欠かせない資質だ。生徒たちには今回の語学研
修での経験を国際人として活躍する際の足がか
りにして欲しいと思う。
  国際交流担当　角屋重文

令
和
元
年
度 

全
国
大
会
各
ク
ラ
ブ
の
結
果

入 試 情 報
令和2年度生 募集要項
詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。

皇學館高等学校
募集定員 ₃₂₀名（内部進学者含む）

募集コース 進学コース・特別進学コース

願書受付 令和 2年 1 月 8日㈬～14日㈫
9：00～15：00（土・日および祝日は除く）

試 験 日 令和 ₂ 年 ₁ 月₂₄日㈮
教　　科 国語・数学・英語・理科・社会

オープンスクールのご案内
下記日程以外の見学も可能です。詳しくはお問合せください。

第 2回
オープンスクール「入試問題を知ろう!」
10月20日㈰ 午前の部 10：00～13：00(予定)
 午後の部 13：30～15：30
 ※午後の部は自由参加です（クラブ活動見学）。

学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、
学食体験、入試過去問題解説（英語・数学）など

第 3回
オープンスクール「クラブ活動を知ろう!」
11月17日㈰ 午前の部 10：00～13：00(予定)
 午後の部 13：30～15：30
 ※午後の部は自由参加です（クラブ活動見学）。

学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、
学食体験、生徒によるクラブ紹介 など

※筆記用具、スリッパをお持ちください。参加者の皆さんには学生
食堂での昼食を準備しています。クラブ活動の見学も承ってい
ます。保護者の方 も々ご参加いただけます。

問合せ先
皇學館高等学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₂⊖₀₂₀₅㈹

高
　
校

中西さんと菓子工房シマヤの竹内さん

パッフィンビリー鉄道の乗車駅にて

伊勢志摩産のヒジキやアカモクを
ふんだんに使用した焼き菓子。�
パッケージにはシマヤさんのロゴの
ほか、「KOGAKKAN」の文字も印
字されている

どの試合も白熱した戦いとなり、
応援にも力が入ったクラスマッチ

皇 學 館 学 園 報令和元年 9月24日� 第80号　（� ）8



＂協力＂の大切さと難しさを実感
1 年生宿泊研修

中高あわせ約１５００名が来場
中高でオープンスクールを開催

過去最多の９００組が来場
三重県私立中学校フェア

１ 年生恒例の宿泊研修が ６月
２０日、２１日の ２日間、志摩

市のともやま公園で実施された。
両日とも汗ばむ陽気となり、日差
しが照りつける中、生徒たちはシ
ーカヤックや野外炊飯など屋外の
アクティビティを満喫。英語活動やチームビルディングのほか、夜
にはキャンプファイヤーを楽しんだ。以下に生徒の感想を掲載する。

　 ７月１５日（月・祝）に「メッセウイング・みえ」にて
三重県私立中学校フェアが開催された。今、小学
校の教育現場でも話題のプログラミングや英語教
育などの体験授業が終日開催され、北はいなべ市
から南は志摩市までの県内各地から多くの小学生
が参加した。
　本校もゴードン先生、エリック先生を中心に英
語科教員が体験授業を担当。多くの小学生が英語
に親しみ、楽しく時間を過ごした。また、理科で
はペットボトルの中にジャングルを作るという体
験授業を実施。完成した密封ペットボトル内はま
るでミニ自然界。少量の水だけで一切手を加えな
くても生育していく自然循環を実感できるとあっ
て、多くの小学生と保護者が興味深い様子で参加

本年度の第 １ 回オープンスクールは、
８月３１日（土）に高校単独開催、翌

日の ９月 １日（日）には「皇學館中学校・
高等学校オープンスクール」として中学
校・高等学校合同で開催した。今回も皇
學館大学記念講堂をメイン会場とし、ま
た高校の一教室を中学・高校・大学の説
明会会場として開設することで、中高だ
けでなく大学とのつながりも体感できる
ように企画したところ、中高合わせて約
１５００名が来場。天候が心配された日程で
あったが、雨も降らず両日ともに盛会の
うちに幕を閉じた。
　 ８月３１日の高校単独開催では司会の志村茜さん（高 ３）の進行でスタート。
まず上村桂一校長の挨拶に始まり、生徒代表の田村優雅さん（高 ２）の歓迎の
言葉のあと、堀出萌絵さん（高 ２）から学校生活の紹介、そして入試担当者か
ら入試説明がなされた。その後、現在「三重県吹奏楽コンクール」において
７連覇中の吹奏楽部とダンス部による歓迎コンサート、学食体験、高校施設
見学（スタンプラリー）、クラブ見学へと進行した。
　 ９月 １日は中高合同開催。校長挨拶、高校の説明のあと志村昴さん、野崎
優希さん（ともに中 ３）による学校紹介、そして中学校入試担当者による入試説
明がなされた。休憩をはさみ、その後、参加した中学生は前日と同様の企画
へ進行し、小学生は学食体験、体験授業、部活体験などで本校を楽しんだ。
「制服体験コーナー」では小学生が制服着用し、会場内は入学後の中学生姿を
想像する笑顔であふれた。持参のスマートフォンで撮影しながら「来年着ら
れるといいね」と声かけされる保護者の方もいた。
　また、午後からは両日とも、かき氷、アイスクリーム、ポップコーン、家
庭部製作のクッキーなどが無料で提供される「イベント広場」が設けられ、晩
夏の暑い時間を心地よく過ごす人々で賑わった。
　今後も中高それぞれにオープンスクールを企画しており、高校は１０月２０日
（日）、１１月１７日（日）、中学校は１０月２７日（日）に実施予定。さらに多くの参加を
期待している。

　中学生になって初めての宿泊研修では、友達と協力し、助け合い、
いろんなことを学んだ。競い合い、勝った負けたと一喜一憂。くや
しがり、笑いころげ、時々叱られた。ペアの人と息を合わせ、声を
掛け合って頑張ったシーカヤック体験、みんなとコミュニケーショ
ンをとり課題にチャレンジしたチーム・ビルディングや英語学習…
一つひとつの場面で普段は思いもしないことや気付かないことをじ
っくり考え、みんなでやることの大切さが実感できた。一気に友情
が深まった楽しい ２日間だった。

一気に友情が深まった２日間� １ 年Ａ組 金 森 星 明

自立心や助け合う心を養えた� １ 年Ｂ組 太 田 果 歩

　宿泊研修を終えて今思うことは、「非日常的な場所で、家族以外の
仲間と過ごすことで、自立心や協力し助け合う心が養えた」という
ことだ。慣れない場所で生じた戸惑いなどは、そばにいてくれた友
達と相談し、協力して乗り切ることができた。その上で、家での生
活は親にたくさん助けてもらい、支えてもらっていると感じた。な
かなか口には出せないが、ここで素直に感謝したいと思う。個人目
標の「何にでも積極的に参加し、色々なことに挑戦する」について
は達成できたとは言えないので、次の機会にリベンジしたい。

していた。体験
後は授業で作っ
た「ミニジャン
グル」を喜んで
自宅に持ち帰る
姿があった。
　メッセウイン
グでの開催は今年で ３年目となったが、過去を大
きく上回る９００組という来場者を迎えた。今年度か
らは多くの公立小学校で案内チラシを配布。三重
県の教育熱がますます上昇していることを実感す
ることとなった。今後も私立中学の充実した教育
を広くアピールしていきたい。
  中学入試広報　山形達哉

入 試 情 報
令和2年度生 募集要項
詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。

皇學館中学校
募集人数 A日程（一般・専願）・B日程併せて ₃₅名

A日程

出願期間

令和元年　　　　令和 2年
12月 9日㈪～ 1 月 9日㈭
9：00～15：00（土曜日は正午まで）
※１２月１4日㈯・１5日㈰・２２日㈰、�
１２月２7日㈮〜 １月5日㈰を除く

試験日時 令和 ₂ 年 ₁ 月₁₂日㈰ ₈：₅₀～

試験教科

一
般

国語・算数・社会・理科・英語
※国・算必須。社・理・英から２科選択し、得
点の高い１科採用。

専
願

国語・算数
※英語外部試験の有資格者に加点

B日程

出願期間
令和 2年 1 月20日㈪～29日㈬
9：00～15：00
※ １月２5日㈯・２6日㈰を除く

試験日時 令和 ₂ 年 ₂ 月 ₁ 日㈯ ₈：₅₀～
試験教科 国語・算数

オープンスクールのご案内
第 3回
オープンスクール～皇學館で学ぼう～
10月27日㈰ 9：30～
学校説明・入試説明・入学試験対策授業 など

※HPにて申込が必要になります。約 １カ月前から受付開始予定です。

問合せ先
皇學館中学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₃⊖₁₃₉₈㈹

　今年度のオンライン英会話プログラムが １・３年生は ６月、２年生
は ７月からスタートした。全校生徒を対象に、週 １回ペースで年間
約３０回の通常レッスンを予定。さらに英語検定 ３級以上の受験者全
員を対象にした二次面接試験対策も実施している。
　タブレットに表示されるネイティブ講師の顔と教材、チャット画
面を見ながらマンツーマンで会話を進める本プログラム。文法事項
をベースとして基礎的な会話表現の習得を目指す内容から、トピッ
クをもとに自分の考えを広げ、ロールプレイやディスカッションな
どを通して実践力を養う内容まで、学年・講座により幅広く設定し
ている。それぞれの英語力に合わせてアウトプットの機会を増やす
ことで英語に慣れ、コミュニケーション力や発信力をさらに磨いて
いってもらいたい。  英語科主任　小林誠治

全学年でオンライン英会話プログラムを実施

中
高
合
同

中
学
校

仲間と協力「ヘリウムリング」

理科体験授業「ペットボトルジャングルをつくろう」

盛り上がった歓迎コンサート

賑わいを見せるイベント広場

皇 學 館 学 園 報（  ）　第80号  令和元年 9月24日9



　

　 第５8回 倉陵祭 10／26（土）・27（日）開催 　

　

文部科学省　教育・文化週間 検索

文部科学省　教育・文化週間 検索

文部科学省　教育・文化週間 検索

文部科学省　教育・文化週間 検索

11月1日から7日は「教育・文化週間」です
教育・文化週間は教育や文化への関心と理解を
深め、充実・振興を図ることを目的として設けら
れ、今年で61回目を迎えます。期間中は全国各地
で教育・文化に関するさまざまなイベントが開催
されます。
詳しくは

詳しくは11月1日から7日は「教育・文化週間」です
教育・文化週間は教育や文化への関心と理解を深め、充実・振興を図ることを目的として設けられ、
今年で61回目を迎えます。期間中は全国各地で教育・文化に関するさまざまなイベントが開催されます。

11月1日から7日は
「教育・文化週間」です

教育・文化週間は教育や文化への関心と理解を深め、充実・振興を
図ることを目的として設けられ、今年で61回目を迎えます。期間中は
全国各地で教育・文化に関するさまざまなイベントが開催されます。

詳しくは

11月1日から7日は
「教育・文化週間」です

教育・文化週間は教育や文化への関心と理
解を深め、充実・振興を図ることを目的として
設けられ、今年で61回目を迎えます。期間中
は全国各地で教育・文化に関するさまざまな
イベントが開催されます。

11月1日から7日は
「教育・文化週間」です
　教育・文化週間は教育や文化への関心と
理解を深め、充実・振興を図ることを目的
として設けられ、今年で61回目を迎えます。
期間中は全国各地で教育・文化に関するさ
まざまなイベントが開催されます。

SUPERBEAVERSUPERBEAVER

スペシャルゲストアーティスト決定!
出演者

SUPER  BEAVER
開催日
１０月２６日（土）
１６：００ 開場 １６：３０ 開演
会　場
大学内記念講堂

入 場 無 料 要整理券…�配布詳細は大学HPをご覧ください。
� https://www.kogakkan-u.ac.jp/

【交通アクセス】伊勢市駅（JR ・近鉄）または宇治山田駅（近鉄）より、
内宮行バス（徴古館前経由）または宿浦行バスに乗車し、皇學館大
学前下車（約１０分）。徒歩の場合は、各駅より約２０分。
※当日は宇治山田駅よりスクールバス（無料）が運行します。

　夏
休
み
親
子
教
室「
作
っ
て
遊
ぼ
う
!

貝
合
わ
せ
」を
開
催�

佐
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念
神
道
博
物
館

　

七
月
二
十
八
日（
日
）と
八
月
五
日（
月
）

の
両
日（
午
前
・
午
後
の
計
四
回
）、
佐
川
記

念
神
道
博
物
館
と
神
宮
徴
古
館
・
農
業
館

の
共
催
に
よ
る
夏
休
み
親
子
教
室
が
、
佐

川
記
念
神
道
博
物
館
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
市

内
お
よ
び
近
隣
に
在
住
の
幼
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
、
十
七
組
六
十
名
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
郷

土
文
化
に
関
す
る
体
験
を
通
し
て
、
日
本

人
の
感
性
や
心
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
し
て
お
り
、
今
年
で
二
十
五
回
目

の
開
催
と
な
る
。

　

今
回
は
、徳
川
美
術
館（
名
古
屋
市
）学
芸

員
の
並
木
昌
史
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

平
安
時
代
よ
り
貴
族
た
ち
の
間
で
行
わ
れ

た
遊
び
「
貝
合
わ
せ
」
に
使
う
、
合
わ
せ

貝
の
作
成
に
挑
戦
し
た
。

　

貝
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
歴
史
、
遊
び
方

を
学
ん
だ
後
、
二
枚
一
対
と
な
る
「
合
わ

せ
貝
」
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。
大
き
な
ハ

マ
グ
リ
の
貝
殻
の
内
側
に
色
を
塗
り
、
絵

を
描
い
た
り
、
千
代
紙
を
貼
り
付
け
た
り

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
合
わ
せ
貝
が
次
々
と

出
来
て
い
っ
た
。
参
加
者
は
「
貝
合
わ
せ

は
初
め
て
。
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」と
、合

わ
せ
貝
の
作
成
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
。

　

作
成
の
途
中
に
は
、
皆
で
実
際
に
貝
合

わ
せ
の
遊
び
を
行
っ
た
。
一
見
、
ト
ラ
ン

プ
の
遊
び
で
あ
る
数
字
合
わ
せ
に
似
て
い

る
が
、
貝
合
わ
せ
で
は
、
ぴ
っ
た
り
と
合

う
貝
を
見
つ
け
る
ま
で
描
か
れ
た
絵
を
見

る
こ
と
は
な
い
。
貝
の
文
様
や
大
き
さ
を

頼
り
に
、
皆
さ
ん
集
中

し
て
一
対
と
な
る
貝
を

探
し
、
ぴ
っ
た
り
と
合

う
と
歓
声
が
起
こ
っ
た
。

　

歴
史
・
作
成
・
遊
び

と
、
貝
合
わ
せ
を
学
び

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
は
と
て
も
満
足

し
た
様
子
で
、
二
日
間

計
四
回
の
教
室
は
終
了

し
た
。

保護者対象就職講演会・説明会
開催のご案内
10月6日㈰ 13：00～15：30 事前申込不要
就職講演会 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀❖₆₂₁教室

今どきの〝就活〞事情と保護者の支援
講師●田上潤平 氏 株式会社マイナビ マイナビ副編集長

進路別就職説明会 ₁₄：₄₀～₁₅：₃₀
❖神社 ……………₆₂₂教室
❖企業・官公庁……₆₂₁教室
❖教員・保育士……₇₂₂教室

お問合せ先
皇學館大学 就職担当 ℡0596-22-6319

心
游
舎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
御
花
神
饌
づ
く
り
」の
体
験

有意義な情報交換の場に
萼の会地区別教育懇談会を開催
　本年も、大学
の 教 職 員 が 各
地に伺い、教育
方 針 や 大 学 の
現 況 を 説 明 す
る「萼の会地区
別教育懇談会」
が、 ₈ 月₂₄日～
₉ 月 ₁ 日に、全
国八会場（神戸・
浜松・名古屋・福
岡・伊勢・津・四
日市・名張）で開
催され、₃₄₅名の保護者にご参加いただいた。
　地区別教育懇談会ではどの会場でも「全体
会」「個別懇談会」「懇親会」が行われた。「全体
会」では₃₀分という限られた時間ではあるが、
本学の教育の全体像を掴んでいただくため、
大学の現況や就職状況などの説明がなされた。

「個別懇談会」は各学科の教員が保護者にマン
ツーマンで履修状況や成績を説明するもので、
将来の進路に対する希望やその実現の可能性
について具体的に話し合われた。また、個別
懇談会と並行して、就職担当者による相談ブ
ースや伊勢会場では、教員や企業に勤務する
卒業生との懇談ブースも設けられ、より現実
的な進路相談をすることもできた。津会場で
は「御代替り」と題して、加茂教授（神道学科）
によるミニ講義（₄₀分）が行われ、保護者のみ
なさんに普段大学で行われている講義を体験
していただいた。「懇親会」は立食パーティー
形式で行われるため、教員と保護者、また保
護者同士の距離が近くなり、全体の話の中で
は聞くことの出来ない様々な情報を得られる
ことが最大の利点である。
　「萼の会」は、本学の保護者会の名称で、学
生を「花」に、保護者を花を支える「萼

が く

」に
例えたことに由来する。学生の開花・結実を
保護者・教職員双方で支えるため、今後とも、
萼の会の行事にぜひご参加いただきたい。

　

彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁
を
務
め
ら
れ
、
本
学

も
会
員
で
あ
る
「
心
游
舎
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
八
月
九
日
、
本
学
・
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
博
物
館
学
芸
員
を
目
指

す
学
生
三
十
一
名
が「
御
花
神
饌
づ
く
り
」を
体

験
し
た
。
本
学
で
の
開
催
は
平
成
二
十
七
年
に

続
き
三
回
目
と
な
る
。

　

御
花
神
饌
と
は
古
代
染
め
の
和
紙
で
作
ら
れ

る
造
花
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
京
都
・

石
清
水
八
幡
宮
で
毎
年
九
月
十
五
日
に
行
わ
れ

る
勅
祭
・
石
清
水
祭
に
お
供
え
さ
れ
る
十
二
種

類
の
御
花
神
饌
の
一
部
を
制
作
す
る
も
の
で
、

今
回
は
、
梅
の
花
と
南
天
を
作
成
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
は
じ
め
に
大
島
信
生
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
彬
子
女
王
殿
下
の
お
話
が
あ
っ
た
。次
に
、採

取
し
た
各
樹
種
の
枝
や
、
化
学
染
料
を
一
切
使

用
し
な
い
古
代
染
め
の
技
法
の
復
元
に
よ
る
取

り
組
み
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
染
織
家
・
吉
岡

更
紗
氏
が
講
話
を
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
し
た
学
生
は
六
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
い
よ
い
よ
御
花
神
饌
づ
く
り
に
挑
戦
。

染
色
工
房
「
染
司
よ
し
お
か
」
の
方
々
の
手
ほ

ど
き
の
も
と
、
古
代
染
め
が
施
さ
れ
た
和
紙
や

お
米
の
糊
な
ど
、
普
段
使
い
慣
れ
な
い
繊
細
な

作
業
に
苦
戦
し
つ
つ
、
真
剣
な
表
情
で
丁
寧
に

作
り
込
ん
で
い
た
。

　

御
花
神
饌
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
、
神
道
学
科

三
年
の
朝
倉
正
樹
さ
ん
は
「
石
清
水
祭
に
奉
納

さ
れ
る
御
花
神
饌
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
、
有
り
が
た
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。
慣
れ

な
い
作
業
で
し
た
が
、
一
つ
ひ
と
つ
真
心
を
込

め
て
、そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。ま

た
、
伝
統
を
学
び
、
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
一
日
で
し
た
」
と
語

っ
て
い
た
。

　

学
生
全
員
で
協
力
し
て
完
成
し
た
紅
白
の
梅

の
花
と
南
天
は
石
清
水
祭
に
奉
納
さ
れ
、
本
学

教
員
と
学
生
代
表
八
名
が
祭
典
に
参
列
す
る
。

┤███├講演会についてはHPでご確認ください。
皇學館大学HP●https://www.kogakkan-u.ac.jp/

未来のわたしに会いに行こう。
皇學館大学が開催するオープンキャンパスは、あなたと共に作る体験型イベン
トです。先輩たちのリアルなキャンパスライフを聞いたり、学科選びの相談をし
たり、様々なプログラムに参加して、将来の夢への第一歩を踏み出しませんか？

「大学祭」同時開催DAY

10／26●土
10：30～15：30
●大学祭体験
●個別相談コーナー
●学生相談コーナー
●入試説明会 etc

※プログラム内容は変更する可能性があります。
※写真は過去に開催されたオープンキャンパスです。

上／親子で相談しながら合わせ貝作り
下／世界にたった一つのオリジナル作品が完成

各テーブルを回り、手ほどきする吉岡更紗氏

心游舎の活動についてお話さ
れる彬子女王殿下

個別懇談会（四日市会場）

懇親会（浜松会場）

8月8日開催の「未来」発見DAYのオープニングの様子

皇学館 検索

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

皇 學 館 学 園 報令和元年 9月24日� 第80号　（� ）１０



イベントカレンダー
各講座の詳細につきましては本学ホームページにて
ご確認ください。その他、お問い合わせは皇學館大
学地域連携推進室（₀₅₉₆︲₂₂︲₈₆₃₅）へお願い致します。
時時場所（■本学 ■他）料料金対対象予予約問問合先

人
事
異
動 

〔 

〕内
は
旧
職

　学校法人皇學館の平成₃₀年度決算は、令和
元年 ₅ 月₂₉日㈬開催の理事会で承認されまし
たので、ここにその内容を報告致します。
　なお、公式ホームページの大学概要のIR情
報「事業報告平成₃₀年度」にて、教育研究機関・
学校法人の組織機構・入学生数・在籍者数・
卒業生数・進路（就職）状況及び法人の事業実
績、財務の概要説明等を公表しておりますの
で、併せてご覧ください。

〔公式ホームページ　http://www.kogakkan-u.ac.jp〕

　平成₃₀年度収支決算書は以下のとおりです。

┤1資金収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロー
計算書に近いもので、当該会計年度の教育研究活動及
びその活動に付随する全ての資金の動きと内容を明ら
かにすることを目的としています。

資金収支計算書（法人全体）
平成３0年 4 月 １ 日〜平成３１年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　目 予　算 決　算 差　異

●収入の部

学生生徒等納付金収入 ３,９２３,５０２ ３,９２6,４５０ △２,９４８
手数料収入 ７３,８７6 ７８,５４９ △４,6７３
寄付金収入 １１３,４３４ １１０,８１５ ２,6１８
補助金収入 ５９７,6０１ 6４４,５７９ △４6,９７８
資産売却収入 ０ ０ ０
付随事業・収益事業収入 ３6,０８０ ３９,０９７ △３,０１７
受取利息・配当金収入 ８,９３９ １２,９７１ △４,０３２
雑収入 ３１6,6４１ ３３９,０９6 △２２,４５５
借入金等収入 ０ ０ ０
前受金収入 6３３,２０２ ７１２,８０２ △７９,6００
その他の収入 ５００,７８３ ５１４,４２6 △１３,6４３
資金収入調整勘定 △９１５,８6１ △９３８,6８７ ２２,８２6
当年度資金収入合計 ① ５,２88,１９７ ５,４４０,１０２ △１５１,９０５
前年度繰越支払資金 ２,１１０,３１４ ２,１１０,３１４
収入の部合計 ７,３９8,５１１ ７,５５０,４１７ △１５１,９０５

●支出の部
人件費支出 ２,９９２,6２８ ２,９6１,３２８ ３１,２９９
教育研究経費支出 １,０6０,９０４ １,０6３,５７５ △２,6７１
管理経費支出 ４４6,３９８ ４２6,８９２ １９,５０５
借入金等利息支出 ４８２ ４８１ １
借入金等返済支出 ４３,７５０ ４３,７５０ ０
施設関係支出 ３6２,３８５ ３6９,７７２ △７,３８７
設備関係支出 ２５８,９４１ ２１０,6４１ ４８,２９９
資産運用支出 ３２３,５５４ ３３４,７９6 △１１,２４２
その他の支出 １１８,２７９ １１８,５５９ △２７９

［予備費］ （０）
２０,０００ ２０,０００

資金支出調整勘定 △6０,００７ △6８,７５１ ８,７４４
当年度資金支出合計 ② ５,５６７,３１４ ５,４６１,０４５ １０６,２７０
翌年度繰越支払資金 １,８３１,１９７ ２,０８９,３７２ △２５８,１７５
支出の部合計 ７,３９8,５１１ ７,５５０,４１７ △１５１,９０５

当年度資金収支差額 ①−② △２７９,１１７ △２０,９４３ △２５8,１７５

┤3貸借対照表 ├
　この計算書は、決算日における資産及び負債、純資
産の内容及び在り高を明示し、学校法人の財政状態を
明らかにすることを目的としています。固定資産につ
いては、「有形固定資産」「特定資産」「その他の固定資
産」の ₃ つの中科目を設けて表記しています。

貸借対照表
平成３１年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

●資産の部
固定資産 １６,６７１,０３９ １６,７４２,９１8 △７１,8７8
　有形固定資産 １２,０６8,8０７ １２,１１５,３88 △４６,５8０
　　土地 ５５１,３４９ ５５１,３４９ ０
　　建物 ８,１７３,０８３ ８,２７１,７５９ △９８,6７6
　　構築物 6１８,７３２ ５３３,５6７ ８５,１6５
　　教育研究用機器備品 6２３,５９５ 6４6,１８３ △２２,５８８
　　管理用機器備品 ７５,４０１ １０４,３９８ △２８,９９７
　　図書 １,９８１,５７７ １,９6０,８５８ ２０,７１９
　　車両 ４５,０6７ ４７,２７０ △２,２０３

　特定資産 ４,５６７,７４５ ４,５8７,７３8 △１９,９９３
　　第 ３号基本金引当特定資産 １４８,０４０ １４０,０４０ ８,０００
　　退職給与引当特定資産 １,２３３,３6５ １,２３３,３6５ ０
　　施設維持引当特定資産 １,6２８,6７４ １,6２８,6７４ ０
　　学園財政調整引当特定資産 １,０００,０００ ９００,０００ １００,０００
　　学生寮施設維持引当特定資産 ２,５０２ １２８,４２6 △１２５,９２４
　　教学振興基金引当特定資産 １５０,０００ １５０,０００ ０
　　篠田学術振興基金引当特定資産 ７２,２１０ ７３,１７6 △９6５
　　津田学術振興基金引当特定資産 ３１９,２７２ ３１７,５０５ １,７66
　　奨学金引当特定資産 １３,6８０ １6,５４９ △２,８6９

　その他の固定資産 ３４,４8６ ３９,７９１ △５,３０５
　　電話加入権 ３,９５９ ３,９５９ ０
　　有価証券 ９,５９6 ９,５９6 ０
　　敷金 ０ ５,6２０ △５,6２０
　　差入保証金 ５,０１6 ５,０１6 ０
　　預託金 １０,０００ １０,０００ ０
　　長期未収入金 ２,４００ ３,０００ △6００
　　長期貸付金 ３,５１５ ２,6００ ９１５
流動資産 ２,７４５,９５０ ２,７３３,０１７ １２,９３３
　　現金預金 ２,０８９,３７２ ２,１１０,３１４ △２０,９４２
　　補助活動支払資金 ３３6,０７４ ３３０,００１ 6,０７２
　　研修旅行費等預り資産 １３７,８５０ １３０,５２１ ７,３２８
　　未収入金 １７７,２００ １５８,０８８ １９,１１１
　　販売用品 ４,５１３ ３,５２７ ９８6
　　短期貸付金 6４０ ４００ ２４０
　　立替金 ２９９ １５6 １４３
　　前払金 ０ ７ △７
資産の部合計 １９,４１６,９8９ １９,４７５,９３５ △５8,９４５

●負債の部
固定負債 １,０２９,３９４ １,２００,６６４ △１７１,２６９
　　退職給与引当金 ９９８,０6７ １,１３８,４８４ △１４０,４１７
　　長期未払金 ３１,３２７ 6２,１７９ △３０,８５２
流動負債 １,０４５,５７９ １,１４６,９４９ △１０１,３６９
　　短期借入金 ０ ４３,７５０ △４３,７５０
　　未払金 ９９,５９6 １１５,6０３ △１6,００７
　　前受金 ７１２,８０２ ７6２,０８７ △４９,２８４
　　預り金 ２３３,１８０ ２２５,５０８ ７,6７２
負債の部合計 ２,０７４,９７４ ２,３４７,６１３ △２７２,６３8

●純資産の部
基本金 ２０,９６６,９１０ ２０,６０8,５０8 ３５8,４０１
　　第 １号基本金 ２０,４８８,８７０ ２０,１３８,４6８ ３５０,４０１
　　第 ３号基本金 １４８,０４０ １４０,０４０ ８,０００
　　第 ４号基本金 ３３０,０００ ３３０,０００ ０
繰越収支差額 △３,６２４,8９５ △３,４8０,１8７ △１４４,７０8
　　翌年度繰越収支差額 △３,6２４,８９５ △３,４８０,１８７ △１４４,７０８
純資産の部合計 １７,３４２,０１５ １７,１２8,３２１ ２１３,６９３

負債及び純資産の部合計 １９,４１６,９8９ １９,４７５,９３５ △５8,９４５

┤2事業活動収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計における損益計算書にあた
るもので、学園の経営状況を表し、平成₃₀年度におけ
る事業活動収支の均衡状況とその内容を明らかにする
ものです。事業活動収支を「教育活動収支」「教育活動
外収支」「特別収支」に区分し、企業会計により近い形
式となっています。

事業活動収支計算書（法人全体）
平成３0年 4 月 １ 日〜平成３１年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　目 予　算 決　算 差　異

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 ３,９２３,５０２ ３,９２6,４５０ △２,９４８
手数料 ７３,８７6 ７８,５４９ △４,6７３
寄付金 ８３,４３４ ８１,５５９ １,８７４
経常費等補助金 ５７４,７９０ 6２１,８４９ △４７,０５９
付随事業収入 ３6,０８０ ４０,０８３ △４,００３
雑収入 ３２９,6８４ ３５０,７6４ △２１,０８０
教育活動収入計 ５,０２１,３６６ ５,０９９,２５７ △７７,8９１

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 ２,８6９,２５１ ２,８３２,５７８ ３6,6７２
（退職給与引当金繰入額） （２５,５５１） （３３,７１２） （△８,１6１）
教育研究経費 １,５８９,０6５ １,6２３,５８１ △３４,５１6
（減価償却額） （５２８,１6１）（５５９,２6２）（△３１,１０１）
管理経費 ４８４,７４6 ４66,４８８ １８,２５７
（減価償却額） （３８,３４８） （３９,５９５） （△１,２４７）
徴収不能額等 ０ ０ ０
教育活動支出計 ４,９４３,０６２ ４,９２２,６４8 ２０,４１３

教育活動収支差額 ７8,３０４ １７６,６０8 △９8,３０４

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 ８,９３９ １２,９７１ △４,０３２

その他の教育活動外収入 ０ ０ ０

教育活動外収入計 8,９３９ １２,９７１ △４,０３２
事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 ４８２ ４８１ １

その他の教育活動外支出 ０ ０ ０

教育活動外支出計 ４8２ ４8１ １
教育活動外収支差額 8,４５７ １２,４8９ △４,０３２

経常収支差額 8６,７６１ １8９,０９8 △１０２,３３７

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 ０ ０ ０

その他の特別収入 6２,８１１ 6４,８０５ △１,９９４

特別収入計 ６２,8１１ ６４,8０５ △１,９９４
事
業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 ４０,２０９ ４０,２０９ ０

その他の特別支出 ０ ０ ０

特別支出計 ４０,２０９ ４０,２０９ ０
特別収支差額 ２２,６０２ ２４,５９５ △１,９９３

［予備費］ （０）
２０,０００ ２０,０００

基本金組入前当年度収支差額 8９,３６３ ２１３,６９３ △１２４,３３０
基本金組入額合計 △３８７,２３８ △３５８,４０１ △２８,８３6
当年度収支差額 △２９７,８７５ △１４４,７０８ △１５３,１66

前年度繰越収支差額 △３,４８０,１８７ △３,４８０,１８７ ０
基本金取崩額 ０ ０ ０
翌年度繰越収支差額 △３,７７８,０6２ △３,6２４,８９５ △１５３,１66

【参考】
事業活動収入計 ５,０９３,１１６ ５,１７７,０３３ △8３,９１７
事業活動支出計（予備費含む） ５,００３,７５３ ４,９６３,３４０ ４０,４１２

平成30年度 収支決算報告

【注 １ 】記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
【注 2 】貸借対照表の注記は省略しています。

10月
 1
火
 　 佐川記念神道博物館特別展
   「即位礼と大嘗祭」後期展

「大嘗祭　今に伝わる古の祭儀　」
時₁₀月 ₁ 日（火）～₁₂月₂₁日（土）
　平　日 ₉：₃₀～₁₆：₃₀（入館は₁₆：₀₀まで）
　土曜日 ₉：₃₀～₁₂：₃₀（入館は₁₂：₀₀まで）
　※開館時間変更日・休館日あり
場佐川記念神道博物館 料無料 対一般 予不要
問佐川記念神道博物館 ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₁

 5
土
 　 月例文化講座
   即位礼と大嘗祭の歴史と文学

『日本書紀』にみる即位と大嘗祭
講師●大島信生（文学部教授）
時₁₄：₀₀～ 場₂₃₁教室 料無料 対一般 予不要
問地域連携推進室 ₀₅₉₆︲₂₂︲₈₆₃₅

 1
金
1 　 皇學館大学・三重県生涯学習センター連携協定事業    NIPPONの原点を学ぶ三重の魅力発信セミナー
   皇位継承と伊勢神宮

講師●佐野真人（皇學館大学研究開発推進センター助教）
時₁₉：₀₀～ 料無料 対一般 予必要（先着順）
場三重テラス

東京都中央区日本橋室町₂︲₄︲₁ 
浮世小路千疋屋ビル「YUITO ANNEX」 
₂F 多目的ホール

問三重県生涯学習センター 
　ＴＥＬ₀₅₉︲₂₃₃︲₁₁₅₁　ＦＡＸ₀₅₉︲₂₃₃︲₁₁₅₅
　Ｅ︲ｍａｉℓ manabi︲kouza@center︲mie.or.jp
　https://www.center︲mie.or.jp/manabi/

 1
土
2 　 研究開発推進センター史料編纂所古文書講座
   第 2 回「近世文書を読む」

講師●谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）
時₁₄：₀₀～ 場佐川記念神道博物館講義室
料無料 対一般 予必要（先着順）
問研究開発推進センター ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₆₆

 1
土
9 　 佐川記念神道博物館教養講座
   伊勢学事始Ⅱ

第 ₃ 回「伊勢神宮と東大寺」
講師●多田實道（文学部教授）
時₁₄：₀₀～ 場佐川記念神道博物館講義室
料無料 対一般 予必要（先着順）
問佐川記念神道博物館 ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₁

 2
日
0 　    第20回高校生英語スピーチコンテスト
   時₉：₃₀～ 場₄₃₁教室 料無料 対一般 予不要

問文学部コミュニケーション学科 ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₂

11月
 9
土
 　 月例文化講座
   即位礼と大嘗祭の歴史と文学

「大嘗会和歌」
講師●深津睦夫（文学部教授）
時₁₄：₀₀～ 場₂₃₁教室 料無料 対一般 予不要
問地域連携推進室 ₀₅₉₆︲₂₂︲₈₆₃₅

 2
土
3 　 佐川記念神道博物館教養講座
   伊勢学事始Ⅱ

第 ₄ 回「〈憲政の神〉尾崎行雄と伊勢」
講師●田浦雅徳（アドミッション・オフィス教授）
時₁₄：₀₀～ 場佐川記念神道博物館講義室
料無料 対一般 予必要（先着順）
問佐川記念神道博物館 ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₁

12月
 1
土
4 　 月例文化講座
   即位礼と大嘗祭の歴史と文学

「恵み豊かな年を顧みて」
講師●河野　訓（学長）
時₁₄：₀₀～ 場₄₃₁教室 料無料 対一般 予不要
問地域連携推進室 ₀₅₉₆︲₂₂︲₈₆₃₅

近鉄文化サロン阿倍野 共催講座
会場●近鉄文化サロン阿倍野

詳細は近鉄文化サロン阿倍野（₀₆︲₆₆₂₅︲₁₇₇₁）へ 
お問い合わせください。有料・要予約
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 9 /28土 15：30～
1日・短期講習会 皇室の基礎知識Ⅲ
元号の歴史と意義 講師●松本 丘（文学部教授）

┤教学振興会収支決算書 平成2６年 ９ 月 １ 日〜平成３１年 ３ 月３１日 ├
収入決算額累計（平成２6年 ９ 月 １ 日〜平成３１年 ３ 月３１日）� １９９,０９１,５００ 円
支出決算額累計（平成２6年 ９ 月 １ 日〜平成３１年 ３ 月３１日）� １8５,8７２,４５５ 円

平成３０年度支出決算額（平成３０年 ４ 月 １ 日〜平成３１年 ３ 月３１日）� ６４,９8９,６１３ 円

●収入の部� 平成３１年 ３ 月３１日現在

区　　分
H2６〜2８年度 H2９年度 H３0年度 H2６〜H３0合計

寄付
件数 金　額（円） 寄付

件数 金　額（円） 寄付
件数 金　額（円） 金　額（円）

宗 教 界 6７２ ９２,７９０,０００ ２４３ ２５,２８０,０００ ２２１ ２０,１6５,０００ １３８,２３５,０００
企 業 ８１ ５,３6０,０００ ２３ １,３００,０００ １８ １,２２０,０００ ７,８８０,０００
館 友 ９５７ １０,７３6,０００ ４５１ ４,３９７,０００ ４３４ 6,４５１,０００ ２１,５８４,０００
萼 の 会 会 員 ９０９ 6,８８５,０００ ３０５ ２,２３５,０００ ３２７ ２,１２５,０００ １１,２４５,０００
高等学校保護者 ２８０ ２,０９５,０００ １００ 66０,０００ ８５ ５８０,０００ ３,３３５,０００
中 学 校 保 護 者 １０８ ８８５,０００ ２6 ３０５,０００ ２４ ２４０,０００ １,４３０,０００
一 般（篤志家等） ２２ ３,７１５,０００ ４ ４５,０００ ４ １6５,０００ ３,９２５,０００
教 職 員 ５０９ 6,９００,０００ ２０３ ２,３6０,０００ １８７ ２,１９７,５００ １１,４５７,５００

合　　計 ３,５３8 １２９,３６６,０００ １,３５５ ３６,５8２,０００ １,３００ ３３,１４３,５００ １９９,０９１,５００
※日本私立学校振興・共済事業団 受配者指定寄付金金額を含む。

●支出の部� 平成３０年 ４ 月 １ 日〜平成３１年 ３ 月３１日
区　　　　　　　　　分 金　額（円）

❶建学の精神を活かした研究活動の振興と教育の質の改善と保証 ４,００６,０8６
❷神宮並びに神道研究の情報拠点の形成 １,３４8,２１8
　◦神宮、神道に関する文献資料の収集整理 １,３４８,２１８
❸国際交流の推進と日本文化発信人材の育成 ３７,６７０,７２１
　◦学生・生徒の海外留学に対する助成 ３０,３９１,6９6
　◦国際交流協定大学等との交流事業に対する助成 ２,０５２,３２９
　◦外国人留学生に対する奨学援助 ５,２２6,6９6
❹地域社会貢献活動と伝統文化継承人材の育成 ５,４５４,９１8
　◦学生・生徒の社会貢献活動に対する助成 ４6９,０７５
　◦「伊勢志摩定住自立圏共生学」教育プログラムによる地域貢献人材の育成 ３,７５０,８３３
　◦地域社会貢献組織の整備に対する助成 １,２３５,０１０
❺学生・生徒の修学支援 １６,５０９,６７０
　◦学生・生徒に対する奨学援助 ８,０００,０００
　◦学修（習）奨励や課外活動等への助成 ８,５０９,6７０

合　　　　計 ６４,９8９,６１３

教学振興会 平成30年度 決算報告
ご 挨 拶

学校法人皇學館 理事長　佐 古 一 洌

　平素より本学園の教育・研究活動に対し、格別
のご高配を賜り、謹んで厚く御礼申し上げます。
　さて、教学振興会につきましては、多くの方々
のご入会、ご支援をいただき、改めまして心から
厚く御礼申し上げます。
　教学振興会支援事業は建学の精神を礎に研究・
教育活動の振興・伸展に注力して参りました。平
成３０年度におきましてもグローバル人材の育成や
国際交流の推進、「伊勢志摩定住自立圏共生学」を
はじめとする地域連携活動の促進、学生・生徒の
自主性・主体性を尊重した修学支援等、より充実
した教育環境の整備、拡充に取り組んでおります。
これも、ひとえに皆さま方のお力添えによる賜物
と感謝申し上げ、更なる本学園への期待に添える
よう、鋭意努力いたす所存でございます。
　ここに平成３０年度の決算をご報告させていただ
きます。
　今後とも「教学振興会」への温かいご理解とご
支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

◢

◢

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

皇 學 館 学 園 報（  ）　第80号  令和元年 9月24日１１



高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。

　教育学科 １年の福島怜奈さんが平成３１年 ４ 月３０日にインドネシア・バリ島
で開催されたバレエフェスティバルにゲスト・ダンサーとして出演。華麗な
演舞を披露した。
　福島さんは昨年行われた「ジャパンバレエコンペティション兵庫２０１８」で
審査員特別賞を受賞し、同フェスティバルへの参加権を得た。１３０名を超える
インドネシアのバレリーナたちと競演した福島さんは、「日本ではないような

声援や拍手のおかげでいつも以上にモチベ
ーションが上がり、特別な世界観を味わえ
ました」と初めての海外公演を振り返った。
　 ３歳でバレエを始めた福島さん。「美しい
音楽や言葉では表せない感情を体全身で表
現できるのがバレエの魅力。諦めず、日々
努力する大切さも学ぶことができました」
と語る。将来はバレエを通して身につけた
精神力や体力を生かし、小学校教員をめざ
すそうだ。

　皇學館高校 １年の中野優子さんが ５月にアメリ
カ・アリゾナ州で開催された世界最大の科学コン
テスト「インテル国際学生科学技術フェア（Intel 
ISEF 2019）」に日本代表として派遣され、フジノ
ハナガイの繁殖戦略について英語でプレゼンテー
ションした。今回の出場は、中野さんの中学時代
の研究作品「砂浜でみつけた小さなサーファー」
が第６２回日本学生科学賞・中学の部で内閣総理大
臣賞に輝いたことを受けて。中野さんは「この賞
をとることが夢だったので本当に嬉しかった」と
喜びを語る。
　フジノハナガイに興味を持ったきっかけについ
て「海辺を歩いていた時、砂の中から一斉に貝が
現れ、潜ったりする行動を見て不思議に思った」
と中野さん。「まだ解明されていないことを研究、
観察するのがとても楽しい」とも話し、将来は今
回の経験を生かし、理科系の仕事に就けたらと目
標を語った。

　 ６月２１日から２３日にかけて静岡で開催された東
海高校総体・陸上競技男子八種で大井悠さん（ ３
年）が大会新記録の５８０２点で初優勝。 ２位に４５７点
差をつける圧巻の内容で、昨年に続き ２度目の全
国高校総体出場を果たした。
　躍進の原動力は、去年初出場した全国高校総体

だ。上位選手
の意識の高さ
や１５位という
結果に、「これ
くらいでいい
か」という気
持ちで練習し
ていた自身の

　皇學館高校・弓道部女子団体が三重県高校総体
で初優勝! ８ 月に宮崎県で開催された全国高校総
体（インターハイ）に心一つに臨んだ。
　 ５人一組となり、各々が決められた射数で弓を
引く。一見個人プレーのようだが、「団体戦は連続
で中

あ

てて流れをつくっていく横のつながりが大事。
誰かが外したら自分が中てる、自分が外しても誰
かが中ててくれる。常にひとりじゃないと感じる、
絆の深さが私たちの強み」と主将の竹内那奈さん
（ ３年）は自負する。顧問の先生も「みんな仲が良
く前向き。教えるまでもなく内面がきちんとして
いる」と評価。その上で、射形が美しくかつ、確

　現代日本社会学科 ４年の奥谷行宏さんが今春
の大学野球三重県リーグで最優秀選手賞・本塁
打王・盗塁王・ベストナイン（外野手）と ４つの
個人タイトルを獲得した。 ２度目の全国大会出
場をかけ臨んだ東海地区春季選手権大会では準
優勝とあと一歩及ばなかったものの、その悔し
さを秋季リーグ戦にぶつける。
　野球を始めたのは中学生になってから。レギ
ュラーを経験者が占め試合に出られない日々が
続いたことで生来の ＂負けず嫌い＂ に火が付い
た。こつこつ練習を重ねいつしかチームを引っ
張る存在に。本学に入学後はウエイトトレーニングに励み、現在、身長１７９セ
ンチ、体重８１キロ。森本進監督の「礼儀や挨拶、身だしなみから試合は始ま
っている」との教えを胸に、心身を磨く毎日だ。座右の銘は「努力に勝る天
才なし」。JR西日本に内定しており、社会人野球選手として活動しながらプ
ロ入りをめざす。

高校・中野優子さんが
貝の研究で世界最大の科学
コンテストに出場

福島怜奈さ（教１）んが
インドネシアでバレエを披露

奥谷行宏さ（現４）んが大学野球・県リーグで
個人4冠。働きながらプロをめざす

創部以来の快挙!
高校弓道部女子団体が全国総体に初出場

東海総体・陸上競技男子八種
高校・大井悠さんが大会新で初優勝

実に中てる皇學館らしい ＂魅せる武道＂ をめざし
てほしいと期待を込めた。
　全国高校総体では決勝トーナメントへの進出は
かなわなかったが、令和元年の節目に新たな歴史
を作った弓道部女子団体。今後の活躍に注目だ。

甘さに気付いた。以来、どん
なメニューも最後までしっか
りこなし、この東海総体では
「走幅跳」「４００m」「走高跳」で
１位をマーク。県総体で記録
なしだった「砲丸投」でも加点
し、自己ベストだけでなく、県
高校記録（５７５９点）の更新にも
成功した。満を持して出場し
た今回の全国高校総体（ ８月
４日・ ５日）は惜しくも ４位。昨年の１５位からする
と大躍進だが、本人いわく「納得はしていない」。
目標はあくまでも「日本一」と意気込む大井さん。
さらなる飛躍が楽しみだ。

8月２１日に開催された対中日ドラゴ
ンズ戦では東海地区大学野球連
盟選抜チームメンバーとして活躍

貴重な経験になったと福島さん（左端）

左から前田さん、江尻さん、野中さん、北山さん、上村さん、竹内さん

日本代表として発表する中野さん
� 画像提供：NPO法人日本サイエンスサービス

「すべての種目でしっか
り結果を残し、6０００点
台を出すのが目標」と
意気込む大井さん

全国4位に入賞した大井さん
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